
(57)【要約】

【課題】　哺乳動物の肉体の組織に関連して使用する注

入装置（２６）であって、注入装置は第１管状部材（６

２）と、第１管状部材内に滑動自在に配置された第２管

状部材（６１）とを備えている。第１管状部材および第

２管状部材はそれぞれに近位端と遠位端（６２a、６２b

、６１a、６１b）を設けている。第２管状部材の遠位端

には、第１の管状部材の遠位端から伸張自在であるニー

ドル（６４）が設けられている。第２管状部材の近位端

は第１管状部材の近位端と相関的にロックされる。第２

管状部材は、第１管状部材の内部にロックされている時

は、柱状強度を有しており、ニードルで組織を穿刺して

いる間は、第２管状部材が第１管状部材に相関的に後退

するのを制限するようにしている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 組 織 に 関 連 し て 使 用 す る 注 入 装 置 で あ っ て 、 第 １ 管 状 部 材 と 、 第 １ 管
状 部 材 内 に 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ た 第 ２ 管 状 部 材 と を 備 え 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 お よ び 前 記 第
２ 管 状 部 材 は 、 そ れ ぞ れ が 近 位 端 及 び 遠 位 端 を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 遠 位 端 に
は 、 前 記 第 １ の 管 状 部 材 の 遠 位 端 か ら 伸 張 自 在 で あ る ニ ー ド ル と 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 お よ
び 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 に よ っ て 保 持 さ れ て 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 近 位 端 を
前 記 第 １ 管 状 部 材 の 近 位 端 と 相 関 的 に ロ ッ ク さ せ る よ う に し た 手 段 と が 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 の 内 部 に ロ ッ ク さ れ て い る 時 は 、 柱 状 強 度 を 有 し
て お り 、 ニ ー ド ル で 組 織 を 穿 刺 し て い る 間 は 、 前 記 第 ２ 管 状 部 材 が 前 記 第 １ 管 状 部 材 に 相
関 的 に 後 退 す る の を 制 限 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は 金 属 で 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 細 長 い 部 分 が 可 塑 材 で 形 成
さ れ て い る と と も に 、 シ ョ ル ダ ー で 終 端 し て お り 、 前 記 ニ ー ド ル は 前 記 細 長 い 部 分 に 取 り
付 け ら れ て 、 前 記 シ ョ ル ダ ー よ り も 前 方 へ 伸 張 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 管 状 部 材 に は 通 路 が 設 け ら れ て お り 、 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 が 、 前 記 通 路
に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 は 、 組 織 に 光 を 供 給 す る 第 １ の 光 学 素 子 と 、 組 織 か ら の
反 射 光 を 受 光 す る 第 ２ の 光 学 素 子 と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ニ ー ド ル は そ の 遠 位 面 が 一 平 面 に 在 り 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 は そ の 端 面
が 該 遠 位 面 の 角 度 で 傾 斜 し て い る と と も に 遠 位 面 と 同 一 平 面 に 在 る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 延 び 、 前 記 ニ ー ド ル は 、 そ の 遠 位 面 が 、 前 記
長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 25度 よ り も 大 き い 角 度 で 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遠 位 面 は 前 記 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 約 30度 の 角 度 で 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 延 び 、 前 記 ニ ー ド ル は そ の 遠 位 面 が 長 手 方 向
軸 線 に 対 し て 或 る 角 度 で 傾 斜 し 、 ニ ー ド ル に は 該 遠 位 面 と 交 差 し て 先 鋭 な 尖 端 を 形 成 す る
傾 斜 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 生 体 適 合 性 化 合 物 お よ び 生 体 適 合 性 溶 剤 を 含 む 少 な く と も １ 種 の 溶 液 の 供 給 源 を 更 に 備
え て お り 、 該 供 給 源 は 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 近 位 端 に 接 続 さ れ て 、 哺 乳 動 物 の 体 内 の 組 織 に
移 植 片 を 形 成 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 生 体 適 合 性 化 合 物 と し て は 、 生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー が 挙 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 生 体 適 合 性 化 合 物 と 前 記 生 体 適 合 性 溶 剤 を 含 む 前 記 少 な く と も １ 種 の 溶 液 と し て は
、 約 2.5重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 8.0重 量 パ ー セ ン ト の 範 囲 の 生 体 適 合 性 重 合 体 と 、 約 10重 量
パ ー セ ン ト か ら 約 40重 量 パ ー セ ン ト の 範 囲 の 水 不 溶 性 の 生 体 適 合 性 造 影 剤 と 、 約 52重 量 パ
ー セ ン ト か ら 約 87.5重 量 パ ー セ ン ト の 範 囲 の 生 体 適 合 性 溶 剤 と を 含 む 化 合 物 が 挙 げ ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 組 織 に 物 質 を 導 入 す る 注 入 装 置 で あ っ て 、 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 延 び る
管 腔 が 設 け ら れ た 第 １ 管 状 部 材 と 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 の 管 腔 内 に 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ た 第
２ 管 状 部 材 と を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 管 状 部 材 は 、 そ れ ぞ れ が 近
位 端 及 び 遠 位 端 を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 遠 位 端 に は 、 前 記 第 １ の 管 状 部 材 の 遠
位 端 か ら 伸 張 自 在 で あ る ニ ー ド ル が 設 け ら れ て お り 、 前 記 注 入 装 置 は 、 前 記 第 ２ 管 状 部 材
の 近 位 端 に 接 続 さ れ た 生 体 適 合 性 化 合 物 お よ び 生 体 適 合 性 溶 剤 か ら 成 る 溶 液 の 貯 蔵 器 を 更
に 備 え て お り 、 前 記 第 １ 管 状 部 材 の 近 位 端 に は ポ ー ト が 設 け ら れ て お り 、 前 記 注 入 装 置 は
、 前 記 ポ ー ト に 接 続 さ れ た 生 体 適 合 性 溶 剤 の 貯 蔵 器 を 更 に 備 え て お り 、 前 記 ポ ー ト よ り 遠
位 で 前 記 第 １ 管 状 部 材 を 詰 ま ら せ て い る 生 体 適 合 性 化 合 物 を 洗 浄 す る よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 管 状 部 材 と 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 間 で 前 記 ポ ー ト よ り 近 位 に 配 置 さ れ た 流 体 封 止
部 材 を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 生 体 適 合 性 化 合 物 と し て は 、 生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー が 挙 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 請 求 項 化 合 物 と し て は 、 生 体 適 合 性 重 合 体 が 挙 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 注 入 可 能 な 物 質 と 一 緒 に 使 用 す る 注 入 装 置 で あ っ て 、 注 射 器 と 、 ニ ー ド ル と 、 該 ニ ー ド
ル を 前 記 注 射 器 に 接 続 す る と と も に 、 前 記 注 入 可 能 な 物 質 の 圧 力 を 監 視 す る 圧 力 イ ン ジ ケ
ー タ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ は ス プ リ ン グ を 搭 載 し た 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ は 可 撓 性 の 膜 圧 イ ン ジ ケ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 注 入 可 能 な 物 質 と 一 緒 に 使 用 す る 注 入 装 置 で あ っ て 、 注 入 可 能 な 物 質 を 受 け 入 れ る よ う
に し た チ ャ ン バ ー が 設 け ら れ た 注 射 器 と 、 ニ ー ド ル と 、 前 記 注 射 器 に 接 続 さ れ て 前 記 注 入
可 能 な 物 質 の 圧 力 を 監 視 す る 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ と し て は 、 前 記 注 射 器 と 前 記 ニ ー ド ル と の 間 に 配 置 さ れ た 、 ス プ
リ ン グ が 搭 載 さ れ た 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ が 挙 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ と し て は 、 前 記 注 射 器 と 前 記 ニ ー ド ル と の 間 に 配 置 さ れ た 、 可 撓
性 膜 圧 イ ン ジ ケ ー タ が 挙 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 注 射 器 は プ ラ ン ジ ャ ー を 備 え て お り 、 前 記 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ は プ ラ ン ジ ャ ー に よ っ
て 保 持 さ れ た ク ラ ッ チ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー は 、 外 側 に 、 ね じ が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 注 入 可 能 な 物 質 と 一 緒 に 使 用 す る ね じ 式 注 射 器 で あ っ て 、 前 記 注 射 器 は 、 注 入 可 能 な 物
質 を 保 有 す る よ う に し た チ ャ ン バ ー を 形 成 し て い る バ レ ル と 、 該 バ レ ル と ね じ 式 に 嵌 合 す

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-507100 A 2006.3.2



る プ ラ ン ジ ャ ー と 、 該 プ ラ ン ジ ャ ー に よ っ て 保 持 さ れ て い る と と も に 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー
の 前 方 に 向 け て 前 記 チ ャ ン バ ー 内 へ と 延 び て 、 前 記 バ レ ル と 相 関 的 に 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー を
回 転 さ せ る と 、 前 記 材 料 を 撹 拌 す る ミ キ サ ー と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 バ レ ル は 前 方 壁 を 備 え て お り 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー は ス プ リ ン グ を 設 け て 、 前 記 ミ キ
サ ー を 付 勢 し て 該 前 方 壁 を 押 圧 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ４ の 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー に は 前 記 ミ キ サ ー の 少 な く と も 一 部 を 受 け 入 れ る 陥 凹 部 が 設 け ら れ て
お り 、 前 記 ス プ リ ン グ は 陥 凹 部 に 配 置 さ れ て 、 ミ キ サ ー と 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ２ ５ に 記 載 の 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ミ キ サ ー は Ｕ 字 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 第 ２ 管 状 部 材 の 通 路 に 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ た 第 １ 管 状 部 材
と 、 第 １ 管 状 部 材 に 接 続 さ れ て い る 生 体 適 合 性 化 合 物 お よ び 生 体 適 合 性 溶 剤 か ら 成 る 溶 液
の 貯 蔵 器 と を 備 え て い る 医 療 装 置 を 、 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る 処 置 手 順 の 間 に 作 動 さ せ
る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、 該 装 置 組 立 体 の 遠 位 端 を 体 内 に 挿 入 す る 段 階 と 、 第 １ 管 状 部
材 を 通 し て 該 溶 液 を 導 入 し て 肉 体 を 治 療 す る 段 階 と 、 第 ２ 管 状 部 材 が 少 な く と も 一 部 は 体
内 に 配 置 さ れ た ま ま で あ る 間 に 、 第 ２ 管 状 部 材 か ら 第 １ 管 状 部 材 を 引 き 出 す 段 階 と 、 第 ２
管 状 部 材 の 通 路 を 清 浄 に し て 空 に す る 段 階 と 、 第 １ 管 状 部 材 を 第 ２ 管 状 部 材 の 通 路 に 戻 す
段 階 と 、 肉 体 の 治 療 を 継 続 す る 段 階 と を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 清 浄 に す る 段 階 は 、 流 体 で 前 記 第 ２ 管 状 部 材 の 通 路 を 洗 い 流 す 段 階 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 通 路 を 設 け た 細 長 い プ ロ ー ブ 部 材 と 併 用 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 挿 入 す る 段 階 は
、 体 内 に 細 長 い プ ロ ー ブ 部 材 を 導 入 す る 段 階 と 、 細 長 い プ ロ ー ブ 部 材 を 通 す こ と に よ り 第
１ 管 状 部 材 お よ び 第 ２ 管 状 部 材 を 体 内 に 挿 入 す る 段 階 と を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 と 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 と を 有 し て い る ニ ー ド ル で あ っ て 、 該
光 学 素 子 が 該 ニ ー ド ル の 該 近 位 端 か ら 該 遠 位 端 ま で の 間 の 通 路 内 に 延 び る ニ ー ド ル を 利 用
し て 哺 乳 動 物 の 体 内 の 組 織 を 治 療 す る 方 法 が 、 ニ ー ド ル の 遠 位 端 を 体 組 織 に 挿 入 す る 段 階
と 、 該 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 を 利 用 し て 組 織 の 種 類 を 判 定 す る 段 階 と を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 判 定 す る 段 階 は 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 を 利 用 し て 体 組 織 に 応 答 信 号 を 送
り 、 ミ オ グ ロ ビ ン ま た は ヘ モ グ ロ ビ ン が 存 在 し て い る こ と を 検 知 す る 段 階 を 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 判 定 す る 段 階 は 、 前 記 少 な く と も 1個 の 光 学 素 子 を 利 用 し て 体 組 織 に 応 答 信 号 を 送
り 、 組 織 内 の 酸 素 飽 和 量 を 判 定 す る 段 階 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 判 定 す る 段 階 は 、 前 記 少 な く と も 1個 の 光 学 素 子 に 光 を 供 給 す る 、 す な わ ち 、 前 記
体 組 織 に 光 を 供 給 す る 段 階 と 、 該 組 織 か ら の 反 射 光 を 監 視 す る 段 階 と を 含 ん で い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 哺 乳 動 物 の 肉 体 治 療 用 の 医 療 装 置 と 治 療 法 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 注 射
針 を 設 け た 医 療 装 置 お よ び 治 療 法 に 関 連 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 胃 腸 管 の よ う な 器 官 を 形 成 し て い る 体 壁 の 各 部 に 移 植 物 形 成 材
を 搬 送 す る た め の 医 療 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 6,251,063号 （ 特 許 文
献 １ ） な ど を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 6,251,063号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 依 然 と し て 、 か か る 材 料 や 、 そ の 材 料 か ら 形 成 さ れ た 移 植 物 を 設 置 す る
精 度 の 向 上 の 必 要 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 添 付 図 面 は 、 幾 つ か の 事 例 を 幾 分 概 略 化 し た も の で あ る と と も に 、 本 明 細 書 で 援 用 し て
そ の 一 部 と な っ て い る の で あ る が 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 を 例 示 す る も の で あ り 、 そ
の 詳 細 な 説 明 と 併 せ て 、 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 図 １ に 例 示 さ れ た タ イ プ の 装 置 を 用 い て 実 施 す る こ と が で き る 。 図 １
に 例 示 さ れ た 治 療 装 置 す な わ ち 医 療 装 置 ２ １ は 、 光 学 視 認 装 置 ２ ３ を 設 け た 探 針 部 材 す な
わ ち プ ロ ー ブ ２ ２ を 備 え て い る 。 ニ ー ド ル 組 立 体 す な わ ち 注 入 装 置 ２ ６ は 、 こ の プ ロ ー ブ
２ ２ に よ っ て 滑 動 自 在 に 運 搬 さ れ る 。 治 療 装 置 ２ １ は 、 ニ ー ド ル 組 立 体 ２ ６ の 近 位 端 に 搭
載 さ れ た 供 給 源 組 立 体 ２ ７ と 、 任 意 の 光 学 制 御 装 置 ２ ８ と を 更 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 好 適 な 胃 鏡 す な わ ち 内 視 鏡 を プ ロ ー ブ ２ ２ に 使 用 す る こ と
が で き る 。 具 体 的 な プ ロ ー ブ ２ ２ は 可 撓 性 の あ る 細 長 い 管 状 部 材 ま た は 挿 入 管 ３ １ を 備 え
て お り 、 こ れ に 近 位 端 ３ １ aと 、 遠 位 端 ３ １ bと 、 遠 位 面 ３ ２ と を 設 け て い る 。 挿 入 管 ３ １
は 図 １ に お い て は 分 断 さ れ て お り 、 近 位 端 ３ １ aと 遠 位 端 ３ １ bの 一 部 し か 例 示 さ れ て い な
い 。 ハ ン ド ル 手 段 ま た は ハ ン ド ル 組 立 体 が 挿 入 管 ３ １ の 近 位 端 ３ １ aに 接 続 さ れ 、 該 ハ ン
ド ル 手 段 は 従 来 の ハ ン ド ル 部 材 ３ ３ を 備 え て い る 。 チ ュ ー ブ 状 の 挿 入 管 ３ １ に は 少 な く と
も １ 個 の （ 複 数 個 で あ る の が 好 ま し い が ） 穿 孔 ま た は 通 路 ３ ６ が 設 け ら れ て 、 該 通 路 は 近
位 端 ３ １ aと 遠 位 端 ３ １ bの 間 に 延 び て い る 。 か か る 通 路 ３ ６ の 一 例 の 一 部 が 図 １ に 例 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 光 学 視 認 装 置 ２ ３ は プ ロ ー ブ ２ ２ と 一 体 形 成 さ れ 、 装 置 ２ ３ の 通 路 ３ ６ の う ち の １ 本 に
よ っ て 運 搬 さ れ る 光 学 素 子 す な わ ち 対 物 レ ン ズ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。 対 物 レ ン ズ は
遠 位 面 ３ ２ の と こ ろ で 視 野 を 有 し て お り 、 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 挿 入 管 の 遠 位 端 ３
１ bよ り 前 方 を 視 認 す る こ と が で き る 。 光 学 視 認 装 置 ２ ３ は 、 ハ ン ド ル ３ ３ の 近 位 端 に 搭
載 さ れ た 接 眼 レ ン ズ ４ １ を 更 に 備 え て い る 。 接 続 ケ ー ブ ル ４ ２ は 、 図 １ に そ の 一 部 が 例 示
さ れ て い る が 、 ハ ン ド ル ３ ３ か ら 従 来 型 の 光 源 ４ ３ ま で 延 び て い る 。 少 な く と も １ 個 の 光
ガ イ ド 部 材 が ケ ー ブ ル ４ ２ お よ び 挿 入 管 ３ １ の 中 を 通 っ て 延 び 、 挿 入 管 ３ １ の 遠 位 面 ３ ２
よ り 前 方 に 光 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 挿 入 管 ３ １ に 設 け ら れ た 通 路 の １ 本 は 、 ハ ン ド ル ３ ３ に 形 成 さ れ た サ イ ド ポ ー ト ４ ６ ま
で 延 び て い る 。 挿 入 管 ３ １ は 、 体 内 に 挿 入 し て 体 内 を 通 し て 前 進 す る の を 容 易 に す る よ う
に 、 可 撓 性 に 富 ん で お り 、 遠 位 面 ３ ２ を 所 望 の 方 向 に 選 択 的 に 向 け る よ う に 屈 曲 自 在 な 遠
位 端 が 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル ３ ３ に は 複 数 の 指 で 操 作 で き る 制 御 部 ４ ７ が 設 け ら れ て
お り 、 こ れ は 何 よ り も ま ず 、 挿 入 管 ３ １ の 屈 曲 自 在 な 遠 位 端 を 操 作 し て 、 挿 入 管 ３ １ を 通
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し て 流 体 を 供 給 し た り 排 除 し た り す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 注 入 装 置 ２ ６ は 硬 化 療 法 用 の ニ ー ド ル に 類 似 し て お り 、 近 位 端 ６ １ aお よ び 遠 位 端 ６ １ b
を 設 け た ニ ー ド ル 部 材 ６ １ と 、 近 位 端 ６ ２ aお よ び 遠 位 端 ６ ２ bを 設 け た 任 意 の ス リ ー ブ ６
２ と を 備 え て い る 。 ス リ ー ブ す な わ ち 第 １ の 細 長 い 管 状 部 材 ６ ２ は 、 任 意 適 当 な 材 料 で 形
成 さ れ る が 、 例 え ば 、 可 撓 性 に 富 む 可 塑 材 ま た は 金 属 の よ う な 好 適 な 材 料 で 形 成 さ れ 、 こ
の 第 １ の 細 長 い 管 状 部 材 ６ ２ を 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 貫 通 し て 、 ニ ー ド ル す な わ ち 第 ２ の 管
状 部 材 ６ １ を 受 け 入 れ る よ う に し た 管 腔 を 備 え て い る 。 ス リ ー ブ ６ ２ お よ び ニ ー ド ル 部 材
６ １ は 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 互 い に 相 対 的 に 滑 動 自 在 で あ る 。 こ の 点 に つ い て 、 ニ ー ド ル 部
材 ６ １ は ス リ ー ブ ６ ２ の 中 に 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ が ス リ ー ブ ６
２ の 遠 位 端 ６ ２ bの 内 部 に 引 っ 込 ん だ 後 退 位 置 と 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ が ス リ ー ブ ６ ２ よ り
遠 位 方 向 に 突 出 し た 伸 張 位 置 と の 間 で 可 動 と な る 。 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ と ス リ ー ブ ６ ２ は 通
路 ３ ６ お よ び 挿 入 管 ３ １ の サ イ ド ポ ー ト ６ ２ の 内 部 に 滑 動 自 在 に 配 置 す る こ と が で き る が
、 そ の 各 々 の 長 さ は 、 そ れ ぞ れ の 遠 位 端 ６ １ bお よ び 遠 位 端 ６ ２ bが 挿 入 管 ３ １ の 遠 位 端 ３
１ bか ら 伸 び 出 る か 、 そ う で な け れ ば 、 遠 位 面 ３ ２ の 付 近 ま で 伸 び て お り 、 そ れ ぞ れ の 近
位 端 ６ １ aお よ び 近 位 端 ６ ２ aが サ イ ド ポ ー ト ４ ６ で 出 入 り 可 能 で あ る よ う な 長 さ に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 中 空 の 、 す な わ ち 、 管 状 の ニ ー ド ル 部 材 ６ １ は 、 近 位 端 ６ １ aか ら 遠 位 端 ６ １ bま で 長 手
方 向 軸 線 方 向 に 中 を 貫 い て 延 び て い る 管 腔 ま た は 通 路 ６ ３ を 備 え て い る （ 図 ２ お よ び 図 ３
を 参 照 の こ と ） 。 注 入 装 置 ２ ６ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ニ ー ド ル 部 材 の 近 位 端 ６ １ aと
中 央 部 す な わ ち 細 長 い 部 分 ６ １ cは 可 撓 性 の 管 部 材 か ら 形 成 さ れ て お り 、 ニ ー ド ル 部 材 の
遠 位 端 ６ １ bは 、 金 属 、 剛 性 に 富 む 可 塑 材 で 形 成 さ れ る か 、 ま た は 、 ど の よ う な も の で あ
れ 上 記 以 外 の 好 適 な 材 料 で 形 成 さ れ た 細 身 の 管 状 部 材 ま た は ニ ー ド ル ６ ４ で あ る 。 ニ ー ド
ル 部 材 の 中 央 部 す な わ ち 細 長 い 部 分 ６ １ cは 、 図 ２ に 仮 想 線 で 例 示 さ れ て い る が 、 シ ョ ル
ダ ー 部 ６ ５ ま で 遠 位 方 向 に 伸 び て い る が 、 こ の シ ョ ル ダ ー 部 か ら 外 へ ニ ー ド ル ６ ４ は 延 び
出 て い る 。 ニ ー ド ル ６ ４ は ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 細 長 い 部 分 ６ １ cの 遠 位 端 の 中 へ 圧 入 さ れ
る か 、 或 い は 、 同 部 位 に 好 適 に 装 着 さ れ る 。 金 属 ニ ー ド ル ６ ４ は ス テ ン レ ス 鋼 か ら 作 成 さ
れ て い る の が 好 ま し く 、 ま た 、 14ゲ ー ジ か ら 30ゲ ー ジ の 範 囲 の 寸 法 で あ る の が 好 ま し い が
、 23ゲ ー ジ か ら 26ゲ ー ジ の 範 囲 に あ る の が よ り 好 ま し く 、 約 23ゲ ー ジ で あ る の が 更 に 好 ま
し い 。 23ゲ ー ジ の ニ ー ド ル ６ ４ が 設 け ら れ た 場 合 、 ニ ー ド ル の 穿 孔 ６ ３ の 内 径 は 、 0.3048
ｍ ｍ か ら 0.4318ｍ ｍ （ 0.012イ ン チ か ら 0.017イ ン チ ） の 範 囲 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 最 も 明 瞭 に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ニ ー ド ル ６ ４ は 円 筒 状 の 壁 ６ ６ に
よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 一 部 が テ ー パ 状 の 端 面 ６ ８ に よ っ て 形 成 さ れ た 先 鋭 な 、 ま た は 、
角 度 を 設 け ら れ た 遠 位 尖 端 ６ ７ を 備 え て お り 、 上 記 端 面 ６ ８ は 尖 端 ６ ７ と 同 一 平 面 に 在 る
の が 好 ま し い 。 テ ー パ 状 の 端 面 ６ ８ は ニ ー ド ル ６ ４ の 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 関 し て 10° か ら
40° の 範 囲 の 角 度 で 広 が っ て い る の が 好 ま し い が 、 約 15° の 角 度 で あ る の が よ り 好 ま し い
。 少 な く と も 1個 の 開 口 部 ７ １ が ニ ー ド ル ６ ４ に 設 け ら れ て お り 、 テ ー パ 状 の 端 面 ６ ８ に
は １ 個 の 開 口 部 ７ １ を 設 け る こ と が で き る 。 ニ ー ド ル 開 口 部 ７ １ は ど の よ う な 好 適 な 形 状
で あ っ て も よ い が 、 ニ ー ド ル の テ ー パ 状 の 端 面 ６ ８ に 設 け ら れ た 図 中 の 開 口 部 ７ １ は 、 長
手 方 向 軸 線 方 向 の 寸 法 す な わ ち 長 さ ７ ２ が 約 ２ ミ リ メ ー ト ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 注 入 装 置 ２ ６ に は １ 個 ま た は 複 数 個 の 光 学 素 子 ７ ３ が 更 に 設 け ら れ て い る の が 好 ま し く
、 そ の 形 状 は 、 治 療 中 の 組 織 を 視 認 し 、 か つ ／ ま た は 、 同 組 織 を 解 析 す る た め の 光 フ ァ イ
バ ー ７ ３ の 様 式 で あ る の が 好 ま し い （ 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 の こ と ） 。 素 子 ７ ３ の 各 々 は
遠 位 面 ７ ４ で 終 端 し て お り 、 素 子 と 遠 位 面 が 同 一 平 面 上 に あ る の が 好 ま し い 。 簡 略 に す る
た め に 、 光 学 素 子 す な わ ち 光 フ ァ イ バ ー ７ ３ は １ 個 し か 図 面 に 例 示 さ れ て い な い 。 １ 個 ま
た は 複 数 個 の 光 学 素 子 ７ ３ は 注 入 装 置 ２ ６ の 内 部 に 保 持 さ れ る の が 好 ま し く 、 例 え ば 、 ス
リ ー ブ ６ ２ に よ っ て 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ に よ っ て 、 ス リ ー ブ ６ ２ と ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 間
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で 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の ど の よ う な 好 適 な 態 様 で 保 持 さ れ て い て も よ い 。 ニ ー ド ル 部 材 ６
１ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 場 合 、 １ 個 ま た は 複 数 個 の 光 学 素 子 ７ ３ は ニ ー ド ル ６ ４ に よ っ
て 保 持 さ れ 、 ま た は 、 ニ ー ド ル ６ ４ と ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 近 位 端 ６ １ aを 形 成 し て い る 可
撓 性 の 管 部 材 と の 間 に 保 持 さ れ る 。 好 ま し い 一 実 施 形 態 で は 、 光 学 素 子 ７ ３ に 関 連 す る 図
面 に 例 示 さ れ て い る が 、 ニ ー ド ル ６ ４ を 含 む ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 中 央 通 路 す な わ ち 内 部 管
腔 ６ ３ の 寸 法 は 、 光 学 素 子 ７ ３ を 受 け 入 れ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 通 路 ６ ３ は 、 上 述 の
よ う に 、 注 入 装 置 ２ ６ に よ っ て 注 入 さ れ て い る 物 質 の 流 路 と し て も 機 能 す る 。 光 学 素 子 ７
３ は そ の 遠 位 端 が 開 口 部 ７ １ の 遠 位 端 ま で 延 び て 、 そ の 遠 位 面 ７ ４ は テ ー パ 状 面 ６ ８ の 傾
斜 角 度 に 近 似 す る 角 度 で 傾 斜 し て い る よ う に 図 示 さ れ て お り 、 例 え ば 、 該 遠 位 面 は テ ー パ
状 面 ６ ８ と 同 一 平 面 に 在 る よ う に 例 示 さ れ て い る が 、 光 学 素 子 す な わ ち 光 フ ァ イ バ ー ７ ３
は 挿 入 に よ り 開 口 部 ７ １ の 近 位 端 ま で し か 延 び な い よ う に で き 、 そ う で な く て も ニ ー ド ル
６ ４ の 範 囲 内 に 留 ま る よ う に す る こ と が で き る し 、 ま た 、 光 フ ァ イ バ ー ７ ３ の 遠 位 面 は フ
ァ イ バ ー ７ ３ の 長 手 方 向 軸 線 に 直 交 し て 設 け る こ と が で き 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 角 度 で 傾
斜 さ せ て も よ い 。 ２ 個 の 光 学 素 子 ７ ３ が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 一 方 の 光 学 素 子 ７ ３ を
ニ ー ド ル ６ ４ の 遠 位 方 向 に 光 を 伝 達 す る 用 途 に 使 い 、 も う 一 方 の 光 学 素 子 ７ ３ は そ の 中 で
、 反 射 光 ま た は そ れ 以 外 の ニ ー ド ル に 向 け て 近 位 方 向 に 移 動 す る 光 を 近 位 方 向 に 伝 達 す る
用 途 に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 注 入 装 置 ２ ６ の 別 な 実 施 形 態 で は 、 ニ ー ド ル ７ ６ は ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 遠 位 端 に 設 け ら
れ る （ 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 の こ と ） 。 ニ ー ド ル ７ ６ は 実 質 的 に ニ ー ド ル ６ ４ に 類 似 し て
お り 、 ニ ー ド ル ７ ６ お よ び ニ ー ド ル ６ ４ の 同 一 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 同 一 参 照 番 号 が 使
わ れ て い る 。 ニ ー ド ル ７ ６ に は 第 １ の テ ー パ 状 遠 位 面 ７ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら は 同
一 平 面 上 に あ る の が 好 ま し く 、 ま た 、 面 ７ ７ に は 楕 円 形 の 開 口 部 ７ ８ が 設 け ら れ て い る 。
面 ７ ７ は ニ ー ド ル ７ ６ の 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 関 し て 10° か ら 45° の 範 囲 の 角 度 で 傾 斜 し て
お り 、 こ の 角 度 は 25° よ り 大 き い の が 好 ま し く 、 約 30° で あ る の が よ り 好 ま し い 。 開 口 部
７ ８ は 23ゲ ー ジ の ニ ー ド ル ７ ６ に 対 し て は 、 約 １ ミ リ メ ー ト ル の 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 寸 法
７ ９ を 有 し て い る 。 ニ ー ド ル ７ ６ は 任 意 で 逆 方 向 の 傾 斜 を 第 ２ の テ ー パ 状 遠 位 面 ８ １ に よ
っ て 設 け る よ う に し て も よ く 、 こ の 傾 斜 と 遠 位 面 は 同 一 平 面 に 在 る の が 好 ま し く 、 テ ー パ
状 の 角 度 は ニ ー ド ル ７ ６ の 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 対 し て 10° か ら 20° の 範 囲 で あ る の が 好 ま
し く 、 約 14° が よ り 好 ま し く 、 ま た 、 テ ー パ 状 遠 位 面 ８ １ は ニ ー ド ル ７ ６ の 長 手 方 向 軸 線
に 沿 っ て 0.2ミ リ メ ー ト ル か ら ２ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 の 距 離 だ け 延 び て お り 、 約 １ ミ リ メ
ー ト ル の 距 離 で 延 び て い る の が よ り 好 ま し い 。 第 １ の テ ー パ 面 ７ ７ と 第 ２ の テ ー パ 面 ８ １
は 合 流 し て 先 鋭 な 遠 位 尖 端 ８ ２ を 形 成 し て い る が 、 こ の 尖 っ た 先 端 形 状 に よ っ て 組 織 の 刺
し 通 し を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 注 入 ニ ー ド ル ７ ６ に も 、 ニ ー ド ル ６ ４ の 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 ７ ３ に 実 質 的 に 類 似
し て い る 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 図 ４ お よ び 図 ５ に 例 示 さ れ
て い る よ う に 、 ニ ー ド ル ７ ６ に は 、 遠 位 面 ８ ４ を 備 え た 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 ８ ３ が
設 け ら れ て い る 。 光 学 素 子 ８ ３ は ニ ー ド ル ７ ６ の 管 腔 ６ ３ の 中 を 通 っ て 延 び て お り 、 そ の
遠 位 面 ８ ４ が 、 図 示 し た 実 施 形 態 に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ニ ー ド ル ７ ６ の テ ー パ 状 端 面
７ ７ と 同 一 平 面 上 に 在 っ て 、 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 対 し て 或 る 傾 斜 角 度 で 設 け ら れ て い る が
、 こ の 角 度 は ニ ー ド ル ７ ６ の 傾 斜 角 度 に 近 似 す る 。 よ り 詳 細 に 言 う と 、 端 面 ８ ４ は ニ ー ド
ル ７ ６ の 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 対 し て 10° か ら 45° の 範 囲 の 角 度 を 成 し て い る が 、 こ の 角 度
は 25° よ り 大 き い の が 好 ま し く 、 約 30° で あ る の が よ り 好 ま し い 。 ニ ー ド ル ６ ４ と 同 様 に
、 ニ ー ド ル ７ ６ に は ２ 個 の 光 学 素 子 ８ ３ を 設 け る よ う に し て も よ く 、 一 方 の 素 子 ８ ３ を ニ
ー ド ル ７ ６ の 遠 位 方 向 に 光 を 伝 達 す る 用 途 で 設 け 、 も う 一 方 の 素 子 ８ ３ を そ の 中 で 、 反 射
光 ま た は ニ ー ド ル ７ ６ に 向 か っ て 近 位 方 向 に 移 動 す る そ れ 以 外 の 光 を 近 位 方 向 に 伝 達 す る
用 途 で 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ が ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 近 位 端 ６ １ aに 固 着 ま た は 接 続 さ れ 、 ま た 、 把
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持 用 部 材 す な わ ち グ リ ッ プ ８ ７ が ス リ ー ブ ６ ２ の 近 位 端 ６ ２ aに 固 着 さ れ る （ 図 １ を 参 照
の こ と ） 。 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ は 少 な く と も １ 個 の ル ア ー 取 付 け 部 ８ ８ ま た は 如 何 様 で あ れ
そ れ 以 外 の 好 適 な 取 付 け 部 を 備 え て お り 、 こ の 取 付 け 部 が ニ ー ド ル ６ １ の 通 路 ６ ３ と 連 絡
状 態 に あ る 。 供 給 源 ２ ７ す な わ ち 貯 蔵 部 ２ ７ は 注 入 装 置 ２ ６ の 近 位 端 に 接 続 さ れ て お り 、
こ れ は ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 近 位 端 ６ １ aに 接 続 さ れ る の が よ り 好 ま し く 、 ま た 、 ど の よ う
な 好 適 な タ イ プ の も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 注 入 可 能 な 物 質 ま た は そ の 原 料 を 保 有 す
る た め の 、 本 発 明 の １ 個 ま た は 複 数 個 の 注 射 器 （ 図 示 せ ず ） が 供 給 源 ２ ７ の 構 成 要 素 で あ
っ て も よ い 。 供 給 源 ２ ７ は 、 少 な く と も １ 種 の 液 体 、 溶 液 、 化 合 物 、 ま た は 物 質 を ニ ー ド
ル ６ １ の 通 路 ６ ３ に 導 入 し て 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 遠 位 端 ６ １ bに 設 け ら れ た １ 個 ま た は
複 数 個 の 開 口 部 ７ １ か ら 外 へ 排 出 さ せ る た め の 医 療 装 置 ま た は 治 療 装 置 ２ １ の 内 部 の 構 成
要 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ お よ び グ リ ッ プ ８ ７ は 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 互 い に 相 対 的 に 可 動 で あ り
、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ と ス リ ー ブ ６ ２ の 間 に 相 対 的 な 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 運 動 を 生 じ る よ う
に し て い る 。 よ り 詳 細 に は 、 グ リ ッ プ ８ ７ は 、 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ に 対 し て ニ ー ド ル ６ １ の
近 位 端 ６ １ a上 を 前 後 方 向 に 滑 動 さ せ ら れ る 。 グ リ ッ プ ８ ７ が 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ に 相 対 し
て 前 方 に 移 動 す る こ と で 、 ス リ ー ブ ６ ２ の 遠 位 端 ６ ２ bは ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 遠 位 端 ６ １ b
を 十 分 に 覆 っ て 延 び 、 そ の 結 果 、 ニ ー ド ル が ス リ ー ブ ６ ２ の 内 部 に 十 分 に 後 退 し た 状 態 と
な る 。 こ れ と は 逆 に 、 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ に 相 対 し て グ リ ッ プ ８ ７ が 後 方 に 移 動 す る と 、 ス
リ ー ブ の 遠 位 端 ６ ２ bが ニ ー ド ル の 遠 位 端 ６ １ bに 相 対 し て 後 退 さ せ ら れ て 、 遠 位 端 ６ １ b
の ニ ー ド ル ６ ４ を 露 出 さ せ る 結 果 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 供 給 源 ２ ７ に 保 有 す る こ と が で き て 、 従 っ て 、 本 発 明 の 方 法 お よ び 装 置 で 利 用 す る こ と
が で き る 、 注 入 可 能 な 物 質 ま た は 化 合 物 の 具 体 例 と し て は 、 一 種 の 流 体 を 、 他 の 一 種 の 流
体 と 別 個 に 、 ま た は 、 他 の 一 種 の 流 体 と 一 緒 に 、 体 内 の 組 織 に 導 入 す る と 移 植 片 を 形 成 す
る こ と が で き る の で あ れ ば 、 如 何 な る 好 適 な 物 質 ま た は 化 合 物 で も よ い 。 利 用 で き る 流 体
と し て 水 性 溶 液 ま た は 非 水 性 溶 液 が あ る が 、 不 活 性 で 再 吸 収 不 能 な 物 質 が 好 ま し い 。 好 ま
し い 非 水 性 溶 液 と し て は 、 1999年 12月 10日 に 出 願 さ れ た 国 際 出 願 PCT/US99/29427に 開 示 さ
れ て い る 溶 液 の い ず れ か で あ る の が 好 ま し い が 、 上 述 の 出 願 は 、 そ の 内 容 全 体 が 、 こ こ に
本 明 細 書 の 一 部 と し て 援 用 さ れ る 。 か か る 注 入 可 能 な 物 質 ま た は 移 植 片 形 成 材 の 一 例 に は
、 体 内 に 導 入 さ れ る と 生 体 分 解 不 能 な 固 体 を 形 成 す る 少 な く と も 一 種 類 の 溶 液 が 含 有 さ れ
て い る 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ て い る よ う に 、 「 固 体 」 の 意 味 す る と こ ろ は 、 中 程 度 の 応 力
下 で は 流 動 す る の が 認 知 で き な い よ う な ど の よ う な 物 質 で あ れ 、 自 ら を 変 容 さ せ る 傾 向 に
あ る 力 （ 例 え ば 、 圧 縮 力 、 張 力 、 歪 な ど ） に 耐 え る 確 固 た る 能 力 を 有 し て い る と と も に 、
通 常 の 状 況 下 で は 、 限 定 的 な 寸 法 と 形 状 と を 維 持 す る と い う も の で あ っ て 、 か か る 意 味 の
「 固 体 」 に は 、 海 綿 状 で 、 か つ ／ ま た は 、 多 孔 質 の 物 質 を 無 制 限 に 含 む も の と す る 。 「 少
な く と も 一 種 の 溶 液 」 の 実 施 形 態 の 一 例 と し て 、 体 内 で 結 合 す る と 、 生 体 分 解 不 能 な 固 体
を 形 成 す る 第 １ の 溶 液 と 第 ２ の 溶 液 が 挙 げ ら れ る 。 か か る 実 施 形 態 の 別 な 例 と し て 、 液 体
と し て 体 内 に 導 入 す る こ と が で き る 溶 液 で あ っ て 、 尚 且 つ 、 そ の 後 に そ の 溶 液 か ら 固 体 が
析 出 し 、 或 い は 、 固 体 が 形 成 さ れ る よ う な 溶 液 が 挙 げ ら れ る 。 か か る 溶 液 の 好 ま し い 実 施
形 態 は 、 生 体 適 合 性 化 合 物 と 任 意 の 生 体 適 合 性 溶 剤 と の 溶 液 が 挙 げ ら れ る が 、 上 述 の 溶 剤
は 体 内 で 溶 液 の 視 認 化 を 容 易 に す る よ う な 造 影 剤 を 更 に 任 意 で 含 ん で い て も よ い 。 こ の 溶
液 は 水 性 で も 非 水 性 で も 、 い ず れ で も よ い 。 生 体 適 合 性 化 合 物 の 具 体 例 と し て は 、 生 体 適
合 性 プ レ 重 合 体 と 生 体 適 合 性 重 合 体 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 好 ま し い 移 植 片 形 成 溶 液 の 一 例 と し て 、 約 2.5重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 8.0重 量 パ ー セ
ン ト の 生 体 適 合 性 重 合 体 と 、 約 52重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 87.5重 量 パ ー セ ン ト の 生 体 適 合 性
溶 剤 と 、 任 意 で は あ る が 、 約 10重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 40重 量 パ ー セ ン ト の 範 囲 の 、 約 10μ
m以 下 の 好 ま し い 平 均 粒 子 寸 法 の 生 体 適 合 性 造 影 剤 と か ら 成 る 化 合 物 を 挙 げ る こ と が で き
る 。 造 影 剤 を 含 む 上 述 の 百 分 率 の 数 字 の い ず れ も 、 造 影 剤 を 利 用 し な い 場 合 に は 、 比 例 的

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-507100 A 2006.3.2



に 調 節 さ れ る も の と 認 識 す る べ き で あ る 。 い ず れ の 造 影 剤 も 、 不 水 溶 性 の 生 体 適 合 性 造 影
剤 で あ る の が 好 ま し い 。 重 合 体 、 造 影 剤 、 生 体 適 合 性 溶 剤 の そ れ ぞ れ の 重 量 パ ー セ ン ト は
最 終 化 合 物 の 総 重 量 に 基 づ い て い て い る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 不 水 溶 性 の 生 体 適 合 性
造 影 剤 は 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 タ ン タ ル 粉 末 、 酸 化 タ ン タ ル 等 か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ
る 。 ま た 別 な 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 生 体 適 合 性 溶 剤 は ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド （ dimethyl
sulfoxide:DMSO） 、 エ タ ノ ー ル 、 乳 酸 エ チ ル 、 ア セ ト ン な ど で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 「 生 体 適 合 性 重 合 体 」 と い う 語 は 、 そ の 使 用 量 で は 、 患 者 の 体 内 で 使 用 し て も 無 害 で 化
学 的 に 不 活 性 で 実 質 的 に 免 疫 原 性 で は な い 重 合 体 で あ っ て 、 尚 且 つ 、 生 理 的 液 体 中 で 実 質
的 に 不 溶 性 で あ る 各 種 重 合 体 を 意 味 す る 。 こ の よ う な 好 適 な 生 体 適 合 性 重 合 体 と し て は 、
具 体 的 に は 、 各 種 の 酢 酸 セ ル ロ ー ス （ 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス を 含 む ） 、 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ
ー ル の 共 重 合 体 、 各 種 の ヒ ド ロ ゲ ル （ 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 類 ） 、 ポ リ （ C1-C6） ア ク リ
ル 酸 樹 脂 類 、 各 種 の ア ク リ ル 酸 共 重 合 体 、 各 種 の ポ リ ア ル キ ル ア ル ク ア ク リ ラ ー ト （ こ の
場 合 、 ア ル キ ル 群 と ア ル ク 群 が 個 別 に １ 個 か ら ６ 個 の 炭 素 原 子 を 含 ん で い る ） 、 ポ リ ア ク
リ ロ ニ ト リ ル 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ト 、 酢 酸 酪 酸 セ ル ロ ー ス 、 硝 酸 セ ル ロ ー ス 、 ウ レ タ ン
／ 炭 酸 エ ス テ ル の 各 種 共 重 合 体 、 ス チ レ ン 酸 ／ マ レ イ ン 酸 の 各 種 共 重 合 体 、 上 述 の 物 質 の
各 種 混 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 ウ レ タ ン ／ 炭 酸 エ ス テ ル の 共 重 合 体 と し て は 、 ジ オ ー ル で 終 端
す る ポ リ 炭 酸 エ ス テ ル 類 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 こ の よ う な ポ リ 炭 酸 エ ス テ ル 類 は メ チ
レ ン ビ ス フ ェ ノ ー ル ジ イ ソ シ ア ネ ー ト の よ う な ジ イ ソ シ ア ン 酸 エ ス テ ル と の 反 応 に よ り ウ
レ タ ン ／ 炭 酸 エ ス テ ル の 共 重 合 体 と 呼 べ る よ う に な る 。 同 様 に 、 ス チ レ ン 酸 ／ マ レ イ ン 酸
の 共 重 合 体 と は 、 ス チ レ ン 酸 と マ レ イ ン 酸 と を 約 ７ 対 ３ か ら 約 ３ 対 ７ の 範 囲 の 比 率 で 含 有
す る 各 種 の 共 重 合 体 の こ と で あ る 。 生 体 適 合 性 重 合 体 は 、 生 体 内 の 該 当 箇 所 で 使 用 す る 場
合 に 、 非 炎 症 性 で あ る の が 好 ま し い 。 使 用 さ れ る 特 定 の 生 体 適 合 性 重 合 体 は 特 に 重 要 で は
な い が 、 結 果 と し て 得 ら れ る 重 合 体 溶 液 の 粘 性 や 、 生 体 適 合 性 溶 剤 中 で の 生 体 適 合 性 重 合
体 の 溶 解 性 な ど と 相 関 的 に 選 択 さ れ る 。 か か る 要 因 は 当 該 技 術 の 範 囲 に 十 分 に 含 ま れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ト 、 ポ リ （ C1-C6） ア ク リ ラ ー ト 、 ア ク リ
ル 酸 共 重 合 体 、 ポ リ ア ル キ ル ア ル ク ア ク リ ラ ー ト （ こ の 場 合 、 ア ル キ ル 群 と ア ル ク 群 が 個
別 に １ 個 か ら ６ 個 の 炭 素 原 子 を 含 ん で い る ） 、 酢 酸 酪 酸 セ ル ロ ー ス 、 硝 酸 セ ル ロ ー ス な ど
の 各 種 重 合 体 と 、 ウ レ タ ン ／ 炭 酸 エ ス テ ル の 各 種 共 重 合 体 、 ス チ レ ン 酸 ／ マ レ イ ン 酸 の 各
種 共 重 合 体 、 上 述 の 物 質 の 各 種 混 合 物 は 、 通 常 、 少 な く と も 約 5万 分 子 量 を 有 す る こ と に
な る が 、 約 7万 5千 分 子 量 か ら 約 30万 分 子 量 を 有 し て い る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し い 生 体 適 合 性 重 合 体 と し て は 、 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス や エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共
重 合 体 を 挙 げ る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス の ア セ チ ル 酸 エ ス テ ル
の 含 有 量 は 約 31重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 40重 量 パ ー セ ン ト で あ る 。 二 酢 酸 セ ル ロ ー ル の 各 種
重 合 体 は 、 市 場 で 入 手 可 能 な も の か 、 或 い は 、 当 該 技 術 で 認 証 さ れ て い る 処 置 に よ っ て 準
備 さ れ る も の の 、 い ず れ で あ っ て も よ い 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ル 浸 透 ク ロ マ ト グ ラ フ
ィ ー 法 に よ っ て 測 定 さ れ る よ う な 、 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス 化 合 物 の 数 平 均 分 子 量 は 、 約 2万 5千
か ら 約 10万 で あ り 、 こ の 値 は 約 5万 か ら 約 7万 5千 の 範 囲 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 約 5万 8
千 か ら 6万 4千 の 範 囲 で あ る の が 更 に 好 ま し い 。 ゲ ル 浸 透 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 に よ っ て 測
定 さ れ る よ う な 、 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス 化 合 物 の 重 量 平 均 分 子 量 は 約 5万 か ら 20万 の 範 囲 で あ
る の が 好 ま し く 、 こ の 値 は 約 10万 か ら 約 18万 で あ る の が よ り 好 ま し い 。 当 業 者 に は 明 白 で
あ る が 、 上 記 以 外 の 要 因 が 全 部 同 じ で あ る 場 合 は 、 二 酢 酸 セ ル ロ ー ス の 各 種 重 合 体 の 中 で
も 分 子 量 の 低 い ほ う が 分 子 量 の 高 い 重 合 体 と 比 べ て 、 そ れ ぞ れ の 重 合 体 を 含 む 化 合 物 の 粘
性 を 低 く す る 。 従 っ て 、 最 終 化 合 物 の 粘 性 の 調 節 は 、 重 合 体 化 合 物 の 分 子 量 を 調 節 す る だ
け で 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 共 重 合 体 は エ チ レ ン の 単 量 体 と ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 単 量 体
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の 両 方 の 残 基 か ら 成 る 。 別 な 単 量 体 を 少 量 だ け （ 例 え ば 、 ５ モ ル パ ー セ ン ト 以 下 ） 重 合 体
構 造 に 含 有 さ せ て も よ い し 、 或 い は 、 同 重 合 体 構 造 に 融 合 さ せ て も よ い が 、 但 し 、 か か る
別 な 単 量 体 が 化 合 物 の 移 植 特 性 を 変 え な い こ と を 条 件 と す る 。 こ の よ う な 別 な 単 量 体 と し
て は 、 具 体 例 に す ぎ な い が 、 無 水 マ レ イ ン 酸 、 ス チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ア ク リ ル 酸 、 酢 酸
ビ ニ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 共 重 合 体 は 、 商 業 的 に 入 手 で き る も の で あ っ て も よ い し 、
ま た は 、 当 該 技 術 で 認 証 さ れ た 処 置 で 準 備 で き る も の で あ っ て も よ く 、 す な わ ち 、 こ れ ら
の い ず れ で あ っ て も よ い 。 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重 合 体 化 合 物 は 、 ジ メ チ ル ス ル ホ
キ シ ド （ DMSO） 中 に 8重 量 パ ー セ ン ト の エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重 合 体 を 含 む 溶 液 が 2
0℃ で 60セ ン チ ポ イ ズ に 等 し い 粘 性 を 有 す る よ う に 選 択 さ れ る が 、 こ の 粘 性 の 値 は 20℃ で 4
0セ ン チ ポ イ ズ で あ る の が よ り 好 ま し い 。 当 業 者 に は 明 白 で あ る が 、 上 記 以 外 の 要 因 が 全
部 等 し い 場 合 は 、 各 種 共 重 合 体 の う ち 分 子 量 の 低 い も の の ほ う が 分 子 量 の 高 い 共 重 合 体 と
比 較 し て 、 そ れ ぞ れ の 共 重 合 体 を 含 む 化 合 物 の 粘 性 が 低 く な る 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル 搬 送
に 必 要 で あ る よ う な 化 合 物 の 粘 性 の 調 節 は 、 共 重 合 体 化 合 物 の 分 子 量 を 調 節 す る だ け で 簡
単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 様 に 明 白 で あ る が 、 共 重 合 体 中 の エ チ レ ン 対 ビ ニ ル ア ル コ ー ル の 比 は 、 化 合 物 の 全 体
的 な 疎 水 性 ／ 親 水 性 に 影 響 を 及 ぼ し 、 こ れ が 今 度 は 、 水 性 溶 液 中 の 共 重 合 体 の 析 出 率 は も
と よ り 、 化 合 物 の 相 対 的 な 水 溶 性 ／ 水 不 溶 性 に 影 響 を 及 ぼ す 。 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は
、 こ こ で 採 用 さ れ た 共 重 合 体 は 約 25モ ル パ ー セ ン ト か ら 約 60モ ル パ ー セ ン ト の 範 囲 の 一 定
モ ル 質 量 の エ チ レ ン と 約 40モ ル パ ー セ ン ト か ら 約 75モ ル パ ー セ ン ト の 範 囲 の 一 定 モ ル 質 量
の ビ ニ ル ア ル コ ー ル と を 含 有 す る が 、 そ れ ぞ れ の 範 囲 は 、 エ チ レ ン で は 約 40モ ル パ ー セ ン
ト か ら 約 60モ ル パ ー セ ン ト 、 ビ ニ ル ア ル コ ー ル で は 約 40モ ル パ ー セ ン ト か ら 約 60モ ル パ ー
セ ン ト で あ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 「 造 影 剤 」 と い う 語 は 、 例 え ば 、 Ｘ 線 撮 影 法 な ど に よ り 哺 乳 動 物 被 検 体 に 注 液 す る 間 に
監 視 を 行 え る 生 体 適 合 性 の あ る （ 無 害 な ） 放 射 線 透 過 物 質 を 意 味 す る 。 造 影 剤 は 水 溶 性 で
あ っ て も よ い し 、 或 い は 、 水 不 溶 性 で あ っ て も よ く 、 す な わ ち 、 こ れ ら の い ず れ で あ っ て
も よ い 。 水 溶 性 造 影 剤 の 具 体 例 と し て は 、 メ ト リ ザ ミ ド 、 イ オ パ ミ ド ー ル 、 イ オ タ ラ ム 酸
ナ ト リ ウ ム 、 イ オ ド ミ ド ナ ト リ ウ ム （ iodomido sodium） 、 メ グ ル ミ ン な ど が 挙 げ ら れ る
。 「 水 不 溶 性 造 影 剤 」 と い う 語 は 、 水 に 不 溶 性 で あ る （ す な わ ち 、 20℃ で １ ミ リ リ ッ ト ル
あ た り 0.01ミ リ グ ラ ム よ り 少 な い 水 溶 性 を 示 す ） 造 影 剤 を 意 味 し 、 具 体 例 と し て は 、 タ ン
タ ル 、 酸 化 タ ン タ ル 、 お よ び 、 硫 酸 バ リ ウ ム が あ る が 、 こ れ ら は 各 々 が 生 体 内 で 使 用 す る
の に 適 し た 態 様 で 市 場 で 入 手 で き る が 、 粒 子 寸 法 は 10μ m以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 上 記
以 外 の 水 不 溶 性 造 影 剤 と し て は 、 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 プ ラ チ ナ な ど の 粉 末 を 挙 げ る こ と が
で き る 。 か か る 水 不 溶 性 の 生 体 適 合 性 造 影 剤 を 約 10μ m以 下 の 平 均 粒 子 寸 法 で 準 備 す る 方
法 を 以 下 に 説 明 す る 。 造 影 剤 は 水 不 溶 性 で あ る （ す な わ ち 、 20℃ で １ ミ リ リ ッ ト ル あ た り
0.01ミ リ グ ラ ム よ り 少 な い 水 溶 性 を 示 す ） の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 析 出 物 中 に 被 包 さ れ た 造 影 剤 に 対 し て 使 わ れ る よ う な 「 被 包 」 と い う 語 が 意 味 す る の は
、 カ プ セ ル が 薬 物 を 封 入 す る の と 同 じ よ う に 、 析 出 物 内 に 造 影 剤 を 物 理 的 に 封 入 す る と い
う こ と を 暗 示 す る も の で は な い 。 む し ろ 、 こ の 語 を 使 用 す る こ と で 、 共 重 合 体 成 分 や 造 影
剤 成 分 と い っ た よ う な 個 々 の 成 分 ご と に 分 離 し て い な い 、 一 緒 に 凝 集 し た 析 出 物 を 形 成 す
る と い う こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 「 生 体 適 合 性 溶 剤 」 と い う 語 は 、 少 な く と も 、 生 体 適 合 性 重 合 体 が 水 溶 性 と な る 哺 乳 動
物 の 体 温 の 液 状 有 機 物 質 で あ っ て 、 尚 且 つ 、 使 用 さ れ た 量 で は 実 質 的 に 無 害 で あ る 液 状 有
機 物 質 の こ と を 意 味 す る 。 好 適 な 生 体 適 合 性 溶 剤 と し て は 、 具 体 的 に は 、 ジ メ チ ル ス ル フ
ォ キ シ ド 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド の 各 種 の 類 似 化 合 物 ／ 同 属 化 合 物 、 エ タ ノ ー ル 、 乳 酸
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エ チ ル 、 ア セ ト ン な ど が あ る 。 生 体 適 合 性 溶 剤 と の 水 性 混 合 物 も 利 用 で き る が 、 但 し そ の
場 合 は 、 使 用 す る 水 の 量 が 十 分 に 少 な く て 、 人 体 内 に 注 入 す る と 溶 解 し た 重 合 体 が 析 出 す
る 程 度 で あ る こ と を 条 件 と す る 。 生 体 適 合 性 溶 剤 は 、 乳 酸 エ チ ル か ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ
ド の 、 い ず れ か で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 方 法 で 使 用 さ れ る 各 種 化 合 物 は 従 来 の 方 法 で 準 備 さ れ る が 、 そ の 場 合 、 各 種 化
合 物 は 各 々 が 添 加 さ れ て 、 最 終 化 合 物 の 全 体 が 実 質 的 に 同 質 と な る ま で 一 緒 に 混 合 さ れ る
。 例 え ば 、 十 分 な 量 の 選 択 さ れ た 重 合 体 が 生 体 適 合 性 溶 剤 に 添 加 さ れ て 、 完 全 な 化 合 物 を
得 る の に 効 果 的 な 濃 度 に 達 す る よ う に す る 。 最 終 化 合 物 は そ の 総 重 量 に 基 づ い て 、 約 2.5
重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 8.0パ ー セ ン ト の 範 囲 の 重 合 体 を 含 有 す る こ と に な る が 、 こ の 範 囲
は 約 4重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 5.2重 量 パ ー セ ン ト で あ る の が よ り 好 ま し い 。 必 要 な ら ば 、 ゆ
っ く り と 加 熱 し て 撹 拌 す る こ と で 、 生 体 適 合 性 溶 剤 に 重 合 体 を 溶 か す こ と が で き る が 、 具
体 的 に は 、 50℃ で 12時 間 を 要 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 い で 、 十 分 な 量 の 造 影 剤 を 生 体 適 合 性 溶 剤 に 任 意 で 添 加 し て 、 完 全 な 化 合 物 を 得 る た
め に 有 効 な 濃 度 に 達 す る よ う に す る 。 最 終 化 合 物 は 約 10重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 40重 量 パ ー
セ ン ト の 範 囲 の 造 影 剤 を 含 有 す る こ と に な る が 、 こ の 範 囲 は 約 20重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 40
重 量 パ ー セ ン ト で あ る の が よ り 好 ま し く 、 約 30重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 35重 量 パ ー セ ン ト で
あ る の が 更 に 好 ま し い 。 造 影 剤 が 生 体 適 合 性 溶 剤 に 溶 融 し な い 場 合 は 、 撹 拌 処 置 を 利 用 し
て 結 果 と し て 生 じ る 懸 濁 液 の 均 質 化 を 図 る 。 懸 濁 の 形 成 を 助 長 す る た め に 、 造 影 剤 の 粒 子
寸 法 は 10μ m以 下 に 維 持 さ れ る の が 好 ま し く 、 こ の 寸 法 は 約 １ μ mか ら 約 5μ mで あ る （ 例 え
ば 、 平 均 粒 子 寸 法 が 約 2μ m） の が よ り 好 ま し い 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 適 切 な 粒 子 寸 法
の 造 影 剤 は 、 例 え ば 、 高 分 子 分 別 法 に よ っ て 準 備 す る こ と が で き る 。 か か る 実 施 形 態 で は
、 平 均 粒 子 寸 法 が 約 20ミ ク ロ ン よ り 小 さ い タ ン タ ル な ど の 水 不 溶 性 造 影 剤 が 、 エ タ ノ ー ル
（ 無 水 ） な ど の 有 機 液 に 添 加 さ れ る が 、 こ れ は 清 浄 な 環 境 で 実 施 さ れ る の が 好 ま し い 。 結
果 と し て 生 じ た 懸 濁 液 を 撹 拌 し て か ら 約 40秒 間 沈 静 化 さ せ る こ と で 、 よ り 大 型 の 粒 子 を よ
り 速 く 沈 静 化 さ せ る こ と が で き る 。 有 機 液 の 上 澄 み を 除 去 し た 後 で 粒 子 か ら 液 体 を 分 離 す
る こ と で 、 光 学 顕 微 鏡 で 確 認 で き る 粒 子 寸 法 ま で 減 少 さ せ る 結 果 と な る 。 こ の 段 階 は 、 所
望 の 平 均 粒 子 寸 法 に 達 す る ま で 、 任 意 で 反 復 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 生 体 適 合 性 溶 剤 に 各 種 成 分 を 添 加 す る と い う 特 定 の 手 順 は そ れ ほ ど 重 要 で は な く 、 結 果
と し て 生 じ た 懸 濁 液 の 撹 拌 を 必 要 に 応 じ て 行 う こ と で 、 化 合 物 の 均 質 化 を 達 成 す る こ と が
で き る 。 化 合 物 の 混 合 ／ 撹 拌 は 大 気 圧 下 の 無 水 雰 囲 気 中 で 実 施 さ れ る の が 好 ま し い 。 結 果
と し て 生 じ る 化 合 物 は 熱 殺 菌 処 理 に 付 さ れ て か ら 貯 蔵 さ れ る が 、 必 要 に な る ま で 密 封 状 態
の 琥 珀 色 の 容 器 か ガ ラ ス 容 器 に 格 納 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 明 細 書 で 引 用 し た 各 種 重 合 体 は 各 々 が 市 場 で 入 手 可 能 で あ る が 、 当 該 技 術 で 周 知 の 方
法 に よ っ て 準 備 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 各 種 重 合 体 は 、 通 例 、 必 要 に 応 じ て 重 合 体 成
分 に 備 え た 重 合 化 用 触 媒 や 重 合 開 始 剤 な ど を 使 用 し て 、 ラ ジ カ ル 重 合 、 熱 重 合 、 紫 外 線 重
合 、 ガ ン マ 線 照 射 重 合 、 ま た は 、 電 子 ビ ー ム 誘 導 重 合 な ど の 従 来 技 術 に よ っ て 準 備 さ れ る
。 重 合 化 の 特 定 の 様 式 は 重 要 で は な く 、 使 用 さ れ る 重 合 技 術 は 本 発 明 を 構 成 部 分 で は な い
。 生 体 適 合 性 溶 剤 へ の 溶 解 性 を 維 持 す る た め に 、 こ こ に 記 載 さ れ た 各 種 重 合 体 は 架 橋 結 合
性 で は な い の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 非 水 性 溶 液 の ま た 別 な 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 生 体 適 合 性 重 合 体 化 合 物 は 生 体 適 合
性 プ レ ポ リ マ ー を 含 有 す る 生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー 化 合 物 と 置 き 換 え る こ と が で き る 。 こ
の 実 施 形 態 で は 、 プ レ ポ リ マ ー 化 合 物 は 生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー と 、 任 意 の 生 体 適 合 性 の
水 不 溶 性 造 影 剤 と を 含 有 し 、 更 に 任 意 で 生 体 適 合 性 溶 剤 を 含 有 す る が 、 造 影 剤 の 平 均 粒 子
寸 法 は 約 10μ m以 下 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 「 生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー 」 と い う 語 は 、 生 体 の 該 当 部 位 で 重 合 化 し て 重 合 体 を 形 成 す
る 物 質 で あ っ て 、 尚 且 つ 、 患 者 の 体 内 で 使 用 さ れ た 場 合 、 使 用 量 で は 無 害 か つ 化 学 的 に 不
活 性 で あ る と と も に 実 質 的 に 免 疫 原 性 で は な く 、 生 理 的 液 体 中 で 実 質 的 に 不 溶 性 を 示 す 物
質 の こ と を 意 味 す る 。 か か る 化 合 物 は 複 数 の 反 応 性 化 学 物 質 の 混 合 物 と し て 体 内 に 導 入 さ
れ て か ら 、 体 内 で 生 体 適 合 性 重 合 体 を 形 成 す る 。 好 適 な 生 体 適 合 性 の プ レ ポ リ マ ー と し て
は 、 具 体 的 に は 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 シ リ コ ン プ レ
ポ リ マ ー な ど が あ る 。 プ レ ポ リ マ ー は 単 量 体 か 反 応 性 低 重 合 体 の い ず れ で あ っ て も よ い 。
生 体 適 合 性 プ レ ポ リ マ ー は 、 ま た 、 生 体 内 の 該 当 部 位 で 使 用 さ れ る 場 合 は 非 炎 症 性 で あ る
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 プ レ ポ リ マ ー の 各 種 化 合 物 は 溶 液 （ 例 え ば 、 液 状 プ レ ポ リ マ ー な ど ） に 十 分 な 量 の 任 意
の 造 影 剤 を 添 加 し て 、 完 全 な 重 合 体 化 合 物 を 得 る の に 有 効 な 濃 度 に 達 す る よ う に す る こ と
で 準 備 す る こ と が で き る 。 プ レ ポ リ マ ー の 最 終 化 合 物 は 約 10重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 40重 量
パ ー セ ン ト の 範 囲 の 造 影 剤 を 含 有 す る こ と に な る の が 好 ま し い が 、 こ の 範 囲 は 約 20重 量 パ
ー セ ン ト か ら 約 40重 量 パ ー セ ン ト で あ る の が よ り 好 ま し く 、 約 30重 量 パ ー セ ン ト で あ る の
が 更 に 好 ま し い 。 造 影 剤 が 生 体 適 合 性 の プ レ ポ リ マ ー 化 合 物 中 で 不 溶 性 を 示 す 場 合 は 、 撹
拌 処 理 を 採 用 し て 、 結 果 と し て 生 じ る 懸 濁 液 を 均 質 化 さ せ る こ と が で き る 。 懸 濁 の 形 成 を
助 長 す る た め に 、 造 影 剤 の 粒 子 寸 法 は 約 10μ m以 下 に 維 持 さ れ る の が 好 ま し い が 、 こ の 寸
法 は 約 １ μ mか ら 約 5μ mの 範 囲 で あ る （ 例 え ば 、 平 均 粒 子 寸 法 は 約 2μ m） の が よ り 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 プ レ ポ リ マ ー が 液 状 で あ る 場 合 （ ポ リ ウ レ タ ン の 場 合 な ど の よ う に ） 、 生 体 適 合 性 溶 剤
の 使 用 は 絶 対 に 必 要 で あ る と い う も の で は な く 、 非 水 性 溶 液 中 で 適 切 な 粘 性 を 供 与 す る の
が 好 ま し い こ と が あ る 。 生 体 適 合 性 溶 剤 を 使 用 す る 場 合 は 、 こ の 溶 剤 が プ レ ポ リ マ ー 化 合
物 の 総 重 量 に 基 づ い て 約 10重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 50重 量 パ ー セ ン ト の 範 囲 の 生 体 適 合 性 プ
レ ポ リ マ ー 化 合 物 を 含 有 す る の が 好 ま し い 。 生 体 適 合 性 溶 剤 を 使 用 す る 場 合 、 プ レ ポ リ マ
ー 化 合 物 は 、 通 例 は 、 化 合 物 の 総 重 量 に 基 づ い て 約 90重 量 パ ー セ ン ト か ら 約 50重 量 パ ー セ
ン ト の プ レ ポ リ マ ー を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 プ レ ポ リ マ ー は シ ア ノ ア ク リ レ ー ト で あ り 、 生 体 適 合 性 溶
剤 を 欠 い た ま ま 使 用 さ れ る の が 好 ま し い 。 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト を そ の よ う な 状 態 で 使 用 し
た 場 合 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 接 着 剤 は 20℃ で 約 5セ ン チ ポ ア ズ か ら 約 20セ ン チ ポ ア ズ の 範
囲 の 粘 性 を 示 す よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 各 種 成 分 を 添 加 す る 特 別 な 順 序 は 重 要 で は な く 、 結 果 と し て 生 じ た 懸 濁 液 の 撹 拌 を 必 要
に 応 じ て 実 施 し 、 成 分 の 均 質 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。 化 合 物 の 混 合 ／ 撹 拌 は 、 大 気 圧
下 の 無 水 雰 囲 気 中 で 実 施 さ れ る の が 好 ま し い 。 結 果 と し て 生 じ た 化 合 物 は 滅 菌 さ れ て か ら
貯 蔵 さ れ る が 、 そ の 場 合 は 、 必 要 に な る ま で 密 封 し た 琥 珀 色 の 容 器 か ガ ラ ス 容 器 に 格 納 さ
れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 装 置 お よ び 方 法 で 使 用 す る の に 好 適 な 非 水 性 溶 液 の 特 定 の 実 施 形 態 は 、 1997年
9月 16日 付 け の 米 国 特 許 第 5,667,767号 、 1996年 12月 3日 付 け の 第 5,580,568号 、 1997年 12月
9日 付 け の 第 5,695,480号 、 お よ び 、 1997年 12月 4日 を 国 際 公 開 日 と す る 国 際 公 開 Ｗ Ｏ 97/45
131号 に 記 載 さ れ て い る が 、 こ れ ら 発 明 の 全 内 容 は 、 本 明 細 書 の 一 部 と し て 援 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 以 外 の 好 適 な 移 植 可 能 な 物 質 と し て は 、 各 種 溶 液 、 懸 濁 液 、 ス ラ ー リ 液 、 生 体 分 解
可 能 な 物 質 、 ま た は 、 生 体 分 解 不 可 能 な 物 質 、 上 記 物 質 の ２ 種 以 上 の 混 合 物 な ど 、 ニ ー ド
ル 内 を 通 し て 搬 送 す る こ と の で き る も の で あ れ ば ど ん な 物 質 で も よ い 。 具 体 的 な 移 植 可 能
材 料 と し て は 、 1992年 刊 行 の 泌 尿 器 科 学 ジ ャ ー ナ ル 148号 の 645頁 か ら 647頁 に 掲 載 さ れ た
ウ オ ー カ ー （ Walker） ほ か 著 の 論 文 「 注 入 可 能 な ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 粒 子 の 潜 在

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-507100 A 2006.3.2



的 代 用 物 と し て の 注 入 可 能 な バ イ オ ガ ラ ス 」 に 記 載 さ れ た 注 入 可 能 な バ イ オ ガ ラ ス や 、 ポ
リ テ フ （ Polytef： 登 録 商 標 ） の よ う な 、 グ リ セ リ ン 中 に 包 含 さ れ る ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ
エ チ レ ン （ PTFE） 粒 子 な ど の 小 粒 子 種 や 、 ベ ル ク （ Berg） に 交 付 さ れ た 米 国 特 許 第 5,007,
940号 、 第 5,158,573号 、 お よ び 、 第 5,116,387号 に 記 載 さ れ て い る よ う な 非 凝 集 性 の 重 合
体 ラ バ ー 固 相 体 や シ リ コ ン ラ バ ー 固 相 体 を 含 有 す る 生 体 適 合 性 の 各 種 化 合 物 や 、 ラ ヴ ィ ン
（ Lawin） に 交 付 さ れ た 米 国 特 許 第 5,451,406号 に 開 示 さ れ て い る よ う な 炭 素 皮 膜 粒 子 を 含
有 す る 生 体 適 合 性 の 各 種 化 合 物 や 、 ウ オ レ ス （ Wallace） ら に 交 付 さ れ た 米 国 特 許 第 4,803
,075号 に 開 示 さ れ て い る よ う な タ イ プ の コ ラ ー ゲ ン お よ び そ の 他 の 生 体 適 合 性 物 質 や 、 ミ
ル ボ ッ カ ー （ Milbocker） に 交 付 さ れ た 米 国 特 許 第 6,296,607号 、 シ ュ パ セ ク （ Spacek） に
交 付 さ れ た 米 国 特 許 第 6,524,327号 、 お よ び 、 ミ ル ボ ッ カ ー に 交 付 さ れ た 米 国 特 許 公 開 第 2
002/0049363号 お よ び 第 2003/0135238号 に 開 示 さ れ て い る よ う な 生 体 適 合 性 物 質 や 、 上 記
以 外 の 公 知 の 注 入 可 能 物 質 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 光 学 制 御 装 置 ２ ８ は １ 本 ま た は 複 数 本 の 光 フ ァ イ バ ー ７ ３ の 近 位 端 に 接 続 さ れ て 、 1本
ま た は 複 数 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ー に 光 を 給 送 し 、 同 フ ァ イ バ ー ７ ３ に よ っ て 逆 伝 達 さ れ て
き た 光 を 検 知 し 、 或 い は ま た 、 １ 個 ま た は 複 数 個 の 光 学 素 子 ま た は 光 フ ァ イ バ ー ７ ３ の 光
学 性 能 を 制 御 す る 。 制 御 装 置 ２ ８ は 図 １ で は 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ に よ っ て 光 学 素 子 ま た は 光
フ ァ イ バ ー に 接 続 さ れ て い る よ う に 例 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 装 置 の 利 用 と 本 発 明 の 方 法 の 実 施 を 説 明 す る 補 助 と な る よ う に 、 哺 乳 動 物 の 肉
体 の 一 部 、 本 件 で は 人 体 １ ０ １ の 一 部 の み を 図 ６ か ら 図 ９ に 例 示 し て い る 。 人 体 １ ０ １ は
、 下 位 食 道 括 約 筋 １ ０ ３ の 中 を 通 っ て 胃 １ ０ ４ ま で 延 び て い る 食 道 の 通 路 の 態 様 の 内 部 空
洞 を 有 し て い る 。 か か る 空 洞 は 、 口 １ ０ ６ の 態 様 の 自 然 な 肉 体 開 口 部 を 通 し て 接 近 可 能 で
あ り 、 体 壁 １ ０ ７ に よ っ て 外 郭 が 画 定 さ れ る 。 食 道 １ ０ ２ は 、 口 １ ０ ６ か ら 肛 門 （ 図 示 せ
ず ） ま で 延 び て い る 人 体 １ ０ １ の 胃 腸 管 路 の 一 部 で あ る 。 食 道 粘 膜 １ ０ ８ は 食 道 １ ０ ２ の
体 内 管 腔 壁 １ ０ ７ の 内 側 層 と し て 機 能 し て い る 。 体 壁 １ ０ ７ は 、 粘 膜 層 １ ０ ８ の 下 層 で 延
び て い る 輪 走 筋 の 層 １ １ ２ と 輪 走 筋 層 １ １ ２ の 下 の 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 筋 肉 層 と か ら 構 成
さ れ る 筋 肉 層 １ １ ３ を 有 し て い る 。 輪 走 筋 層 １ １ ２ と 筋 肉 層 １ １ ３ と は 各 々 が 食 道 １ ０ ２
お よ び 胃 １ ０ ４ の 周 囲 に 延 び て い る 。 体 壁 １ ０ ７ は 、 粘 膜 １ ０ ８ と 筋 肉 層 １ １ ２ お よ び 筋
肉 層 １ １ ３ と の 間 に 延 び る 下 粘 膜 層 す な わ ち 粘 膜 下 組 織 １ １ ４ を 更 に 有 し て い る 。 粘 膜 下
組 織 空 間 は 、 潜 在 的 な 空 間 で あ る が 、 粘 膜 層 １ ０ ８ を 筋 肉 層 １ １ ２ か ら 分 離 す る こ と に よ
り 、 粘 膜 下 組 織 １ １ ４ と 輪 走 筋 層 １ １ ２ と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。 更 に 、 ど の 筋 肉 に
つ い て で あ れ 、 体 壁 １ ０ ７ は 筋 内 の 潜 在 的 空 間 を 有 し て お り 、 こ れ は 、 単 一 筋 肉 内 で 筋 繊
維 を 膨 張 分 離 さ せ る こ と で 筋 内 に 設 け る こ と の で き る 空 間 で あ る 。 体 壁 １ ０ ７ は 、 少 な く
と も 粘 膜 層 １ ０ ８ と 、 粘 膜 下 組 織 １ １ ４ と 、 輪 走 筋 層 １ １ ２ と 、 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 筋 肉
層 １ １ ３ と を 含 む 奥 行 き と 厚 み を 有 し て い る 。 横 隔 膜 -食 道 間 の 靭 帯 １ １ ６ と 横 隔 膜 １ １
７ と は 下 位 食 道 括 約 筋 １ ０ ３ の 上 部 で 食 道 １ ０ ２ の 周 囲 を 取 り 巻 い て い る 。 下 位 食 道 括 約
筋 の 付 近 に は 、 そ の 語 が 本 件 で 使 用 さ れ て い る と お り 、 食 道 １ ０ ２ の 少 な く と も 下 三 分 の
一 と 、 扁 平 円 柱 上 皮 連 結 １ １ ８ と 、 胃 の 噴 門 す な わ ち 胃 の 上 部 １ ８ ８ と が 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 医 療 装 置 ２ １ は 処 置 数 は い く つ 採 用 し て も か ま わ な い が 、 好 ま し い 手 順 の 一 例 で は 、 該
装 置 は 自 然 の 肉 体 開 口 部 に 導 入 さ れ て 、 通 路 で あ れ 器 官 で あ れ 、 体 内 の 管 状 部 に 接 近 す る
。 更 に 好 ま し い 手 順 で は 、 装 置 ２ １ を 利 用 し て 流 体 、 化 合 物 、 ま た は 、 そ れ ら 以 外 の 部 室
を 哺 乳 動 物 の 肉 体 内 の 通 路 の 体 壁 へ 搬 送 し て 肉 体 の 治 療 を 実 施 す る が 、 よ り 具 体 的 に は 、
哺 乳 動 物 の 肉 体 の 胃 腸 管 を 形 成 し て い る 体 壁 に 上 記 物 質 を 搬 送 す る 。 特 に 好 ま し い 処 置 手
順 は 、 米 国 特 許 第 6,231,613号 、 第 6,234,955号 、 第 6,238,335号 、 第 6,248,058号 、 第 6,25
1,063号 、 第 6,251,064号 、 第 6,358,197号 、 第 6,540,789号 、 第 6,595,910号 に 記 載 さ れ て
お り 、 こ れ ら 特 許 の 各 々 の 全 内 容 は 、 こ こ に 本 明 細 書 の 一 部 と し て 援 用 す る 。 本 発 明 の 装
置 お よ び 方 法 を 説 明 す る た め に 利 用 さ れ る 具 体 的 な 処 置 手 順 は 、 胃 食 道 還 流 疾 患 の 治 療 で
あ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 で 注 入 装 置 ２ ６ を 備 え て い る 医 療 装 置 ２ １ を 作 動 さ せ て 使 用 す る 場 合 は 、
米 国 特 許 第 6,251,063号 に よ り 十 分 に 記 載 さ れ て い る が 、 供 給 源 ２ ７ に は こ の 処 置 手 順 の
調 整 加 減 に よ る 適 切 な 材 料 が 充 填 さ れ 、 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ に よ り ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 近 位
端 に 接 続 さ れ る 。 光 学 制 御 装 置 ２ ８ も 、 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ な ど に よ り ニ ー ド ル 部 材 の 近 位
端 に 接 続 さ れ る 。 光 ケ ー ブ ル ４ ２ を 光 源 に 接 続 し 、 更 に 、 適 切 な 接 眼 レ ン ズ ４ １ を ハ ン ド
ル ３ ３ に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ ２ ２ は 準 備 さ れ る 。 更 に 、 こ れ 以 外 の 従 来 の 付
属 部 材 は す べ て 、 プ ロ ー ブ ２ ２ に 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 患 者 が 適 切 に 鎮 静 状 態 に さ れ 、 あ る い は 、 麻 酔 を か け ら れ た 後 で 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ３
３ は 外 科 医 が 握 っ て 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 遠 位 端 ３ １ bを 口 腔 １ ０ ６ に 導 入 し 、 挿 入 管 ３ １ に
食 道 １ ０ ２ を 前 進 さ せ て 下 位 食 道 括 約 筋 １ ０ ２ 付 近 ま で 降 下 さ せ る 。 挿 入 管 ３ １ の 長 さ は
、 遠 位 端 ３ １ bが 治 療 中 の 組 織 の 付 近 に 在 る 際 に 、 本 件 の 事 例 で は 下 位 食 道 括 約 筋 １ ０ ３
の 付 近 に 在 る 際 に 、 近 位 端 ３ １ aが 肉 体 １ ０ １ の 外 に あ る よ う な 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 注 入 装 置 ２ ６ の 遠 位 端 ６ １ b、 ６ ２ bが こ こ で 挿 入 管 ３ １ の サ イ ド ボ ー ト ４ ６ を 通 し て 挿
入 さ れ 、 か か る 端 部 が 挿 入 管 ３ １ の 遠 位 端 ３ １ bの 付 近 に 来 る ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 ニ ー
ド ル ６ １ お よ び ス リ ー ブ ６ ２ は 各 々 が 、 遠 位 端 ６ １ b、 ６ ２ bの 各 々 が 挿 入 管 ３ １ の 内 側 に
後 退 し て 挿 入 管 の 通 路 ３ ６ の 内 側 に 後 退 し た 第 １ 位 置 と 、 遠 位 端 ６ １ b、 ６ ２ bが 挿 入 管 ３
１ の 遠 位 端 を 越 え て 遠 位 方 向 に 伸 張 し た 第 ２ 位 置 と の 間 で 可 動 と な る 。 ニ ー ド ル ６ １ と ス
リ ー ブ ６ ２ は 各 々 が 十 分 な 長 さ を 有 し て い る た め 、 外 科 医 は 、 そ う す る の が 望 ま し い 場 合
に は 、 両 部 材 を 挿 入 管 ３ １ の 端 部 か ら 遠 位 方 向 に 相 当 な 距 離 だ け 伸 張 さ せ る こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。 挿 入 管 ３ １ の 遠 位 端 ３ １ bは 、 図 ６ お よ び 図 ７ で は 、 下 位 食 道 括 約 筋
１ ０ ３ の 付 近 に 在 る の が 例 示 さ れ て い る 。 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ と ス リ ー ブ ６ ２ は そ の 両 方 が
遠 位 端 ３ １ bか ら 伸 び て 、 流 体 コ ネ ク タ ８ ６ は ス リ ー ブ ６ ２ の 遠 位 端 ６ ２ bを 越 え て 遠 位 方
向 に ニ ー ド ル ６ ４ を 前 進 さ せ る よ う に 、 グ リ ッ プ ８ ７ と 相 関 的 に 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 外 科 医 は 、 サ イ ド ポ ー ト ４ ６ に 近 い ほ う の ニ ー ド ル 部 材 ６ １ と ス リ ー ブ ６ ２ を サ イ ド ポ
ー ト ４ ６ を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ニ ー ド ル ６ ４ の 鋭 利 な 尖 端 ６ ７ に 被 せ を し て 、 体 壁 １
０ ７ を 刺 し 通 す 。 光 学 視 認 装 置 ２ ３ の 視 野 で 、 外 科 医 は 体 壁 １ ０ ７ の 刺 し 通 し を 観 察 す る
こ と が で き る 。 そ の 後 、 外 科 医 は 適 量 の 注 入 可 能 物 質 を ニ ー ド ル ６ ４ を 通 し て 体 壁 １ ０ ７
に 導 入 し 、 少 な く と も １ 個 の 移 植 片 （ 図 示 せ ず ） を 体 壁 中 に 形 成 す る 。 注 入 可 能 物 質 は 体
壁 １ ０ ７ の ど の 層 ま た は 全 部 の 層 に 堆 積 さ せ る こ と が で き る が 、 そ の 部 位 と し て ど の 層 と
層 の 間 で あ っ て も よ い 。 移 植 片 は ど の よ う な 好 適 な 形 状 を 呈 し て も よ い が 、 具 体 例 と し て
、 米 国 特 許 第 6,251,064号 に 開 示 さ れ て い る よ う な 、 体 壁 の 一 部 ま た は 全 部 の 周 囲 を 廻 る
弧 状 移 植 片 を 挙 げ る こ と が で き る 。 移 植 片 は 体 壁 増 強 し 、 体 壁 増 大 さ せ 、 体 壁 の 筋 肉 層 １
１ ２ お よ び ／ ま た は 筋 肉 層 １ １ ３ の 重 要 性 を 増 し 、 体 壁 を 治 療 す る 上 記 以 外 の 目 的 を 果 た
す こ と が で き る 。 治 療 中 の 軽 い 症 状 が 胃 腸 管 の 還 流 疾 患 で あ る 場 合 は 、 移 植 片 は 下 位 食 道
括 約 筋 １ ０ ３ の 能 力 を 増 大 さ せ る の に 役 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 体 壁 １ ０ ７ の 粘 膜 表 面 の 裂 傷 可 能 性 を 減 じ る の に は 、 23ゲ ー ジ の ニ ー ド ル ６ ４ が 好 ま し
い 。 か か る 裂 傷 の 結 果 と し て 、 ニ ー ド ル に よ っ て で き た 穴 を 通 し て 消 化 液 の 逆 噴 流 が 生 じ
、 注 入 可 能 材 料 な ど に 晒 さ れ る と 、 粘 膜 表 面 全 体 の 壊 死 分 離 を 生 じ か ね な い 。 更 に 、 胃 腸
管 な ど の 無 菌 状 態 で は あ り 得 な い 環 境 で は 、 大 き な 粘 膜 裂 傷 が 感 染 を 生 じ る 恐 れ は 大 き く
な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 中 央 部 ６ １ cの シ ョ ル ダ ー ６ ５ に 相 関 的 に ニ ー ド ル ６ ４ の 露 出 部 の 寸 法 を 予 め 設 定 す る
こ と に よ っ て 、 体 壁 １ ０ ７ に ニ ー ド ル ６ ４ を 設 置 す る 処 置 、 従 っ て 、 ニ ー ド ル ６ ４ か ら 体
壁 １ ０ ７ に 注 入 可 能 物 質 を 導 入 す る 処 置 は 容 易 に す る こ と が で き る （ 図 ８ を 参 照 の こ と ）
。 よ り 具 体 的 に は 、 ニ ー ド ル ６ ５ の 露 出 部 の 長 さ は 、 シ ョ ル ダ ー ６ ５ が 体 壁 １ ０ ７ に 当 接
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し た 際 に 、 ニ ー ド ル 開 口 部 ７ １ が 体 壁 １ ０ ７ の 内 側 の 所 望 の 位 置 に 来 る よ う な 寸 法 に 設 定
さ れ る 。 こ の 態 様 で 、 注 入 物 質 の 位 置 決 め と 、 そ の 結 果 で あ る 移 植 片 形 成 の 精 度 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ニ ー ド ル の テ ー パ 状 端 面 の 傾 斜 角 度 を ニ ー ド ル の 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 対 し て 増 大 さ せ れ
ば 、 注 入 可 能 物 質 を 体 壁 １ ０ ７ の 内 側 に 位 置 決 め す る 精 度 は 更 に 向 上 す る 。 こ の 点 に つ い
て は 、 図 ２ か ら 図 ５ に も 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ニ ー ド ル の 遠 位 面 の 傾 斜 角 度 を 増 大 さ せ
れ ば 、 ニ ー ド ル の 遠 位 開 口 部 の 長 手 方 向 軸 線 方 向 寸 法 す な わ ち 長 さ を 減 じ る こ と に な る 。
上 述 の よ う に 、 ニ ー ド ル ６ ４ の 遠 位 面 ６ ８ は 約 15° の 傾 斜 角 度 を 設 け て あ り 、 そ の 結 果 と
し て 生 じ る 開 口 部 ７ １ は 長 さ ７ ２ が 約 2ミ リ メ ー ト ル と な る 。 こ れ に 比 べ て 、 ニ ー ド ル ７
６ の 遠 位 面 ７ ７ は 長 手 方 向 軸 線 ６ ９ に 対 し て 約 30° と い う 相 対 的 に よ り 大 き い 傾 斜 角 度 を
設 け て い る 結 果 、 遠 位 開 口 部 ７ ８ の 長 さ ７ ９ は 約 １ ミ リ メ ー ト ル と よ り 短 く な っ て い る 。
図 ９ で 分 か る よ う に 、 開 口 部 ７ ７ の 長 さ を 相 対 的 に 小 さ く し た 結 果 、 か か る 開 口 部 ７ ７ は
体 壁 １ ０ ７ の 唯 一 の 層 、 本 件 の 事 例 で は 輪 走 筋 層 １ １ ２ と 連 絡 状 態 に な る 。 こ れ と 比 較 す
る と 、 ニ ー ド ル ６ ４ の 相 対 的 に 長 い 開 口 部 ７ １ は 、 粘 膜 層 １ ０ ８ 、 粘 膜 下 組 織 層 １ １ ４ 、
お よ び 、 輪 走 筋 層 １ １ ２ と 連 絡 状 態 に な る 。 ニ ー ド ル ６ ４ お よ び ニ ー ド ル ７ ６ の 標 的 組 織
が 例 え ば 食 道 １ ０ ２ の 筋 肉 層 で あ る よ う な 場 合 で 、 こ の 筋 肉 層 の 厚 さ が 約 ２ ミ リ メ ー ト ル
か ら ３ ミ リ メ ー ト ル で あ る 時 は 、 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 寸 法 が 相 対 的 に 長 い ニ ー ド ル 開 口 部
は 筋 肉 層 に 注 入 可 能 物 質 を 位 置 決 め す る の が 難 し く な る こ と が あ る 。 図 示 の よ う に 、 注 入
物 質 を 分 配 す る に あ た っ て 該 物 質 が 通 る 領 域 は 、 ニ ー ド ル の 遠 位 端 の 傾 斜 角 度 と ニ ー ド ル
の 直 径 と で 決 ま る 。 ニ ー ド ル の 位 置 決 め 精 度 を 向 上 さ せ れ る こ と で 、 注 入 物 質 の 不 適 正 な
位 置 決 め に よ り 粘 膜 層 や 他 の 隣 接 筋 肉 層 に 損 傷 を 与 え る の を 抑 止 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ニ ー ド ル ６ ４ お よ び ニ ー ド ル ７ ６ の そ れ ぞ れ の 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 ７ ３ ま た は 光
学 素 子 ８ ３ に よ り 、 ニ ー ド ル の 遠 位 端 が 配 置 さ れ る 組 織 の 種 類 を 判 断 す る こ と が で き る が
、 具 体 的 に は 、 組 織 を 分 光 写 真 法 ま た は 分 光 光 度 法 で 応 答 信 号 を 送 る こ と に よ っ て 実 施 す
る 。 １ 個 の 光 学 素 子 を ニ ー ド ル に 設 け た 場 合 は 、 光 学 制 御 装 置 ２ ８ か ら 発 せ ら れ た 光 は 少
な く と も １ 個 の 光 学 素 子 ま た は 光 フ ァ イ バ ー を 通 し て 方 向 付 け ら れ て 組 織 に 当 て る こ と が
で き る し 、 組 織 が 受 け た 反 射 光 も 少 な く と も １ 本 の 光 フ ァ イ バ ー を 通 し て 光 学 制 御 装 置 ２
８ に 帰 還 す る よ う に さ れ る 。 第 １ の 光 学 素 子 ま た は 光 フ ァ イ バ ー と 第 ２ の 光 学 素 子 ま た は
光 フ ァ イ バ ー が ２ つ 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 一 方 の 光 フ ァ イ バ ー は 組 織 に 光 を 照 射 す る の
に 役 立 ち 、 他 方 の 光 フ ァ イ バ ー は 組 織 か ら 反 射 さ れ た 光 を 受 け て 、 か か る 反 射 光 を 光 学 制
御 装 置 ２ ８ に 伝 達 す る よ う に 働 く 。 反 射 光 の 分 光 光 度 法 的 解 析 に よ り 、 光 学 素 子 の 視 野 に
あ る 組 織 の 種 類 を 弁 別 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 下 位 食 道 括 約 筋 １ ０ ３ を 評 価 す る 場 合
は 、 １ つ の 目 標 は 、 ニ ー ド ル が 食 道 粘 膜 組 織 １ ０ ８ の 内 側 に あ る の か 、 そ れ と も 、 体 壁 １
０ ７ の 粘 膜 下 組 織 １ １ ４ の 内 側 に あ る の か を 識 別 し 、 或 い は 、 ニ ー ド ル が １ 個 以 上 の 筋 肉
層 １ １ ２ 、 １ １ ３ の 内 側 に あ る の か 否 か を 識 別 す る こ と で あ る が 、 こ れ は 、 ニ ー ド ル の 付
近 の 組 織 に 応 答 信 号 を 送 り 、 ミ オ グ ロ ビ ン か ヘ モ グ ロ ビ ン の 存 在 し て い る を こ と 検 知 し 、
或 い は 、 酸 素 の 飽 和 量 や 光 反 射 す な わ ち 明 る さ を 測 定 す る こ と に よ っ て 実 施 す る 。 ニ ー ド
ル ６ ４ お よ び ニ ー ド ル ７ ６ の そ れ ぞ れ の 傾 斜 遠 位 面 ７ ４ 、 ８ ４ は 光 散 乱 が 少 な く 、 従 っ て
、 分 光 写 真 法 、 分 光 光 度 法 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 組 織 を 同 定 す る 能 力 を 向 上 さ せ て
い る 。 上 述 の よ う に 、 光 学 素 子 ８ ３ の 遠 位 面 ８ ４ が ニ ー ド ル 開 口 部 ７ ８ の 近 位 端 に 配 置 さ
れ る 場 合 に は 、 ニ ー ド ル ７ ６ の 遠 位 端 に 約 30° の 傾 斜 を 設 け 、 そ れ に 付 随 し て 開 口 部 ７ ８
の 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 長 さ ７ ９ を 短 く す る こ と で 、 開 口 部 ７ ９ の 遠 位 端 と １ 個 以 上 の 光 学
素 子 ８ ３ の 遠 位 端 の 視 認 面 ８ ４ と の 間 の 長 手 方 向 軸 線 方 向 の 間 隔 を 短 く す る こ と が で き 、
従 っ て 、 ニ ー ド ル ７ ６ か ら の 注 入 物 質 が 位 置 決 め さ れ る 組 織 を よ り 高 精 度 に 同 定 す る こ と
が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 注 入 装 置 の 別 な 実 施 形 態 は 医 療 装 置 ２ １ と 併 用 す る こ と が で き る 。 こ の 点 に つ
い て は 、 具 体 的 に は 、 第 １ の 管 状 部 材 の 内 部 に 第 ２ の 管 状 部 材 が 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ て い
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る と と も に 柱 状 強 度 を 設 け た 装 置 １ ２ ６ が 提 示 さ れ る が 、 こ の よ う な 構 成 は 、 装 置 １ ２ ６
の 作 動 中 は 第 １ の 管 状 部 材 に 相 対 的 な 第 ２ の 管 状 部 材 の 後 退 を 制 限 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 注 入 装 置 １ ２ ６ は 多 く の 点 で 上 述 の よ う な 注 入 装 置 ２ ６ に 類 似 し て い る た め 、 注 入 装 置
１ ２ ６ と 注 入 装 置 ２ ６ の 同 一 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 同 一 参 照 番 号 が 使 わ れ て い る 。 よ り
詳 細 に 述 べ る と 、 注 入 装 置 １ ２ ６ は 、 近 位 端 １ ２ ７ aと 遠 位 端 １ ２ ７ bと を 設 け た 第 １ の 管
状 部 材 す な わ ち ス リ ー ブ １ ２ ７ を 備 え て い る 。 ス リ ー ブ １ ２ ７ は 可 塑 材 ま た は そ れ 以 外 の
ど の よ う な 好 適 な 材 料 か ら 作 成 さ れ て い て も よ く 、 遠 位 開 口 部 １ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
ス リ ー ブ の 近 位 端 １ ２ ７ aは 十 分 な 厚 み を 設 け て 比 較 的 剛 性 を 有 す る よ う に な っ て お り 、
ま た 、 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ が 設 け ら れ て 、 陥 凹 部 １ ３ ０ を 形 成 し て い る 。 長 手 方 向 軸 線 方 向
に 長 い 通 路 １ ３ １ が 陥 凹 部 １ ３ ０ か ら ス リ ー ブ １ ２ ７ を 通 っ て 遠 位 開 口 部 １ ２ ８ ま で 延 び
て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 注 入 装 置 １ ２ ６ の 第 ２ の 管 状 部 材 は 、 近 位 端 １ ３ ２ a、 遠 位 端 １ ３ ２ b、 お よ び 、 中 央 管
状 部 １ ３ ２ cか ら 成 る ニ ー ド ル 部 材 す な わ ち ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 形 態 を 有 し て い る 。
ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な 好 適 な 金 属 か ら 作 成 さ れ た 円 筒 状 の 管 部
材 か ら 形 成 さ れ て い れ ば よ い 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ は 上 述 の ニ
ー ド ル 部 材 ６ １ に 類 似 し た 構 造 を 有 し て い て も よ く 、 す な わ ち 、 近 位 端 １ ３ ２ aお よ び 中
央 部 １ ３ ２ cは 可 塑 材 ま た は そ れ 以 外 の ど の よ う な 好 適 な 材 料 か ら 作 成 さ れ て い て も よ い
。 中 央 部 １ ３ ２ cは シ ョ ル ダ ー １ ３ ３ で 終 端 し て い る 。 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 好 ま し い
実 施 形 態 で は 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 遠 位 端 １ ３ ２ bは 、 シ ョ ル
ダ ー １ ３ ３ で 中 央 部 す な わ ち 内 側 管 部 材 １ ３ ２ ｃ の 遠 位 端 に 圧 入 さ れ て い る 。 上 述 の よ う
に 、 金 属 管 部 材 す な わ ち 金 属 ニ ー ド ル ６ ４ に は 内 部 通 路 ６ ３ が 設 け ら れ て そ の 中 を 長 手 方
向 軸 線 方 向 に 延 び て い る と と も に 、 テ ー パ 状 の 端 面 ６ ８ が 設 け ら れ て 先 鋭 な 尖 端 ６ ７ で 終
端 し て い る 。 ニ ー ド ル 組 立 体 の 近 位 端 １ ３ ２ aは ハ ブ １ ３ ４ を 備 え て お り 、 こ の ハ ブ は 中
央 部 １ ３ ２ cと 一 体 成 形 さ れ て い る の が 好 ま し く 、 ま た 、 可 塑 材 ま た は そ れ 以 外 の 好 適 な
材 料 か ら 作 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 ハ ブ １ ３ ４ は 従 来 の 取 付 け 具 １ ３ ６ を 備 え て お り
、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ と 流 体 導 通 状 態 に な る よ う に し て い る 。 流 体 通 路 １ ３ ７ は ニ ー ド
ル 組 立 体 １ ３ ２ を 通 っ て 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 延 び て お り 、 ま た そ の 遠 位 端 に は 、 ニ ー ド ル
６ ４ の 通 路 ６ ３ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ は 後 述 の 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 の 間 で 可 動 と な る が 、 第 １ 位 置 で は
、 図 １ ０ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ニ ー ド ル ６ ４ が ス リ ー ブ １ ２ ７ の 遠 位 開 口 部 １ ２ ８ の
内 側 に 後 退 す る と と も に 、 ハ ブ １ ３ ４ が ニ ー ド ル の 近 位 端 １ ２ ７ aか ら 切 り 離 さ れ た 状 態
に な り 、 第 ２ 位 置 で は 、 図 １ １ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ニ ー ド ル ６ ４ 、 お よ び 任 意 で 、
中 央 部 １ ３ ２ cの 遠 位 端 が ス リ ー ブ １ ２ ７ の 遠 位 端 １ ２ ８ を 越 え て 伸 張 す る と と も に 、 ハ
ブ １ ３ ４ が ス リ ー ブ １ ２ ７ の 末 広 が り 状 の 近 位 端 １ ２ ７ aの 陥 凹 部 １ ３ ０ の 内 側 で ロ ッ ク
さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 近 位 端 １ ３ ２ aを ス リ ー ブ す な わ ち 鞘 部 材 １ ２ ７ の 近 位 端 １ ２
７ aと ロ ッ ク さ せ る 手 段 は 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 近 位 端 と ス リ ー ブ １ ２ ７ が 有 し て い
る 。 か か る 手 段 は ハ ブ １ ３ ４ を 含 ん で お り 、 こ の ハ ブ の 遠 位 端 、 す な わ ち 、 ス リ ー ブ の 近
位 端 １ ２ ７ aの 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ に 当 接 し て 着 脱 自 在 に 載 置 さ れ 、 す な わ ち 、 ロ ッ ク さ れ
る 部 分 に は 外 側 円 錐 端 面 １ ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 外 側 円 錐 面 １ ３ ８ は 先 細 り 部 す な わ ち
テ ー パ 形 状 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 部 分 は 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ の 先 細 り 部 す な わ ち テ ー パ
形 状 部 と 協 働 す る よ う に 適 合 す る 。 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 例 示 さ れ て い る 好 ま し い 実 施 形
態 で は 、 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ が 注 入 装 置 １ ２ ６ の 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 傾 斜 す る と 、 外 側 円
錐 面 １ ３ ８ も 該 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 傾 斜 す る 。 ス リ ー ブ １ ２ ７ の 末 広 が り 状 の 近 位 端 １
２ ７ aは 圧 力 下 で わ ず か に 張 出 す の が 好 ま し く 、 そ の た め 、 ハ ブ １ ３ ４ は 陥 凹 部 １ ３ ０ に
圧 入 さ れ て 、 外 側 円 錐 面 １ ３ ８ の 摩 擦 当 接 に よ り 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ と ロ ッ ク 状 態 に な る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 中 央 部 １ ３ ２ cに は 十 分 な 柱 状 強 度 が 設 け ら れ て い る た め 、 か
か る 中 央 部 す な わ ち 管 状 部 １ ３ ２ cは 、 シ ョ ル ダ ー １ ３ ２ ま た は シ ョ ル ダ ー か ら 伸 び 出 て
い る ニ ー ド ル ６ ４ に 軸 線 方 向 の 力 が 及 ぼ さ れ て も 、 折 れ 曲 が る こ と は な い 。 更 に 、 管 状 部
１ ３ ２ cの 中 央 部 の 外 径 は ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 径 に 極 め て 近 似 し て い る の が 好 ま し く 、 そ
う や っ て 、 中 央 部 １ ３ ２ cが ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 側 で 屈 曲 し た り 折 れ 曲 が っ た り す る の が
抑 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 個 以 上 の 光 学 素 子 が 注 入 装 置 １ ２ ６ に 設 け ら れ て い て も よ い が 、 例 え ば 、 組 織 に 応 答
信 号 を 送 る 等 の 目 的 で 、 注 入 装 置 ２ ６ に 関 し て 上 述 の 態 様 で 通 路 １ ３ ７ お よ び 通 路 ６ ３ に
配 置 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 動 作 中 と 使 用 中 は 、 注 入 装 置 １ ２ ６ は 、 注 入 装 置 ２ ６ に 関 し て 上 述 し た も の に 類 似 す る
態 様 で プ ロ ー ブ ２ ２ に 導 入 さ れ る 。 供 給 源 ２ ７ が 注 入 装 置 １ ２ ６ に 接 続 さ れ る が 、 、 装 置
１ ２ ６ に 好 適 な 注 入 可 能 物 質 を 供 給 す る た め に 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 好 ま し い 近 位 端
１ ３ ２ aに 接 続 さ れ る 。 １ 個 以 上 の 光 学 素 子 が 注 入 装 置 １ ２ ６ の 内 部 に 設 け ら れ る 場 合 に
は 、 光 学 制 御 装 置 ２ ８ を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 述 の 処 置 手 順 の い ず れ で あ れ 、 注 入 装 置 １ ２ ６ を プ ロ ー ブ ２ ２ と 併 用 す る こ と が で き
る が 、 装 置 １ ２ ６ の 動 作 を 胃 腸 管 還 流 疾 患 の 治 療 に 関 連 づ け て 以 下 に 説 明 す る 。 か か る 処
置 手 順 で は 、 挿 入 管 ３ １ の 遠 位 端 ３ １ bは 食 道 １ ０ ２ の 内 側 に 設 置 さ れ る の が 望 ま し い 。
ス リ ー ブ の 遠 位 端 １ ２ ７ ｂ が 挿 入 管 の 通 路 ３ ６ か ら 伸 び 出 る 前 、 伸 び 出 た 後 、 い ず れ で あ
れ 、 ハ ブ １ ３ ４ を 陥 凹 部 １ ３ ０ に 圧 入 さ せ て ハ ブ １ ３ ８ の 外 側 円 錐 面 １ ３ ８ を 陥 凹 部 １ ３
０ の 内 側 円 錐 面 １ ２ ９ に 当 接 さ せ て ロ ッ ク す る こ と で 、 ニ ー ド ル ６ ４ が 遠 位 開 口 部 １ ２ ８
か ら 伸 び 出 る 。 次 に 、 ニ ー ド ル ６ ４ は 管 状 遠 位 端 ３ １ ｂ に よ っ て 治 療 さ れ る べ き 組 織 に 隣
接 し た 位 置 ま で 案 内 さ れ た 後 で 、 体 壁 １ ０ ７ に 押 圧 さ れ て 、 体 壁 を 刺 し 通 す 。 次 い で 、 供
給 源 ２ ７ か ら の 注 入 可 能 な 物 質 が ニ ー ド ル ６ ４ に よ り 体 壁 １ ０ ７ の 適 切 な 層 に 導 入 さ れ 、
体 壁 の 治 療 を 行 う 。 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 中 央 部 １ ３ ２ cの 高 い 柱 状 強 度 と 、 中 央 部 １
３ ２ cの 外 側 円 筒 状 面 と ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 側 円 筒 状 面 と の 間 の 相 対 的 に 密 な 間 隔 と が 、
ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 折 れ 曲 が り を 抑 止 す る た め 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 遠 位 端 １ ３
２ bは ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 近 位 端 １ ３ ２ aと 必 然 的 に 相 関 的 に 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 １ の 標 的 部 位 の 内 側 に 好 適 な 注 入 が 行 わ れ て し ま う と 、 ニ ー ド ル ６ ４ を 体 壁 １ ０ ７ か
ら 引 き 出 し て か ら 、 体 壁 １ ０ ７ の 別 な 部 分 を 刺 し 通 す た め に 利 用 す る こ と が で き る 。 注 入
可 能 物 質 を 体 壁 の 別 な 部 位 で 更 に 行 う こ と が で き る 。 十 分 認 識 で き る こ と だ が 、 多 様 な 体
壁 部 位 に 反 復 注 入 を 行 っ て 、 例 え ば 、 体 壁 内 に 所 望 の パ タ ー ン や 所 望 の 形 状 の 移 植 片 を 設
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス リ ー ブ １ ２ ７ と 相 対 的 に ニ ー ド ル ６ ４ を 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 移 動 さ せ た り 後 退 さ せ る
の を 制 限 す る こ と で 、 標 的 組 織 で ニ ー ド ル ６ ４ を 設 置 す る 深 さ を よ り 高 い 精 度 で 達 成 す る
こ と が で き る よ う に な り 、 従 っ て 、 或 る 注 入 部 位 と 別 な 注 入 部 位 と の 間 で 比 較 的 一 貫 し た
刺 し 通 し 深 さ を 実 施 す る の が 容 易 と な る 。 こ の よ う に 体 壁 刺 し 通 し を 行 う た び 毎 に 、 注 入
装 置 １ ２ ６ の 近 位 端 、 例 え ば 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 近 位 端 １ ３ ２ aが プ ロ ー ブ ２ ２ の
ポ ー ト ４ ６ の 中 へ 前 進 す る の を 観 察 す る こ と に よ り 、 体 壁 １ ０ ７ に ニ ー ド ル を 刺 し 通 す 深
さ 判 断 す る こ と が で き る 。 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 柱 状 強 度 を 増 大 さ せ る と と も に 中 央 部
す な わ ち 管 状 部 １ ３ ２ cと ス リ ー ブ １ ２ ７ の 寸 法 設 定 を 相 対 的 に 行 う こ と に よ っ て 、 ニ ー
ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 収 縮 は 制 限 さ れ て い る の で 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 中 へ ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３
２ が 前 進 し て 入 る 量 は 、 体 壁 １ ０ ７ の 組 織 に ニ ー ド ル ６ ４ が 前 進 し て 入 る 量 へ と 必 然 的 に
相 関 的 に 移 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 注 入 装 置 １ ２ ６ の ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ は ス リ ー ブ １ ２ ７ か ら 引 き 出 す こ と が で き る が
、 そ の 間 、 ス リ ー ブ は 挿 入 管 ３ １ の 中 に 配 置 さ れ た ま ま で あ り 、 ま た 、 プ ロ ー ブ は 患 者 の
体 内 に 残 さ れ た ま ま で あ る 。 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ を ス リ ー ブ １ ２ ７ か ら 近 位 方 向 に 引 き
出 す こ と が で き る こ と の １ つ の 利 点 は 、 挿 入 装 置 １ ２ ６ の 使 用 中 に ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 部
通 路 １ ３ １ の 清 掃 を 簡 単 に 行 え る こ と で あ る 。 例 え ば 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ を 通 し て 供
給 さ れ た 注 入 可 能 物 質 が 思 い も よ ら ず ス リ ー ブ 通 路 １ ３ ７ を 詰 ま ら せ て し ま っ た 場 合 で 、
し か も 同 時 に 、 注 入 装 置 １ ２ ６ が 生 体 内 の 該 当 部 位 で プ ロ ー ブ ２ ２ の 内 部 に 配 置 さ れ て い
る 場 合 に は 、 ス リ ー ブ を プ ロ ー ブ ２ ２ の 内 部 に 残 し た ま ま で ニ ー ド ル １ ３ ２ を ス リ ー ブ １
２ ７ か ら 引 き 出 す こ と が で き る 。 そ の 後 、 ス リ ー ブ １ ２ ７ の 通 路 １ ３ １ は そ の 内 部 に 蓄 積
し た ど の よ う な 望 ま し く な い 注 入 可 能 物 質 を も 排 除 し て 空 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う
に し て ス リ ー ブ １ ２ ７ を 清 掃 す る た め の 或 る 好 ま し い 処 置 手 順 で は 、 好 適 な 溶 剤 ま た は そ
れ 以 外 の 流 体 の 供 給 源 が ス リ ー ブ １ ２ ７ の 近 位 端 １ ２ ７ aに 接 続 さ れ て 、 通 路 １ ３ １ に 圧
力 を 加 え た 流 体 を 供 与 す る こ と で 、 内 部 の 望 ま し く な い 注 入 可 能 物 質 を 排 除 し て 通 路 を 空
に し た り 清 掃 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 溶 剤 源 ま た は 流 体 源 を ス リ ー ブ １ ２ ７ か ら 切 り
離 し 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ を ス リ ー ブ 通 路 １ ３ １ に 再 度 導 入 し 、 治 療 手 順 を 継 続 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 注 入 装 置 に サ イ ド ポ ー ト を 設 け て 、 ス リ ー ブ 内 に 不 所 望 に
蓄 積 さ れ た 可 能 性 の あ る 注 入 可 能 物 質 を 排 除 し て 空 に す る の を 容 易 に し て い る 。 こ の 点 で
は 、 注 入 装 置 １ ２ ６ に 類 似 し て い る 注 入 装 置 １ ５ １ が 図 １ ２ に 例 示 さ れ て い る が 、 同 図 で
は 、 注 入 装 置 １ ５ １ お よ び 注 入 装 置 １ ２ ６ の 同 一 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 同 一 参 照 番 号 が
使 用 さ れ て い る 。 同 図 に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ス リ ー ブ す な わ ち 鞘 部 材 １ ２ ７ は 、 陥 凹
部 １ ３ ０ か ら 遠 位 開 口 部 １ ２ ８ ま で 延 び る 内 部 通 路 １ ５ ２ を 設 け て 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３
２ を 受 け 入 れ る よ う に し て い る 。 ポ ー ト １ ５ ３ は ス リ ー ブ 近 位 端 １ ２ ７ aに 隣 接 す る 外 側
ス リ ー ブ １ ２ ７ の 側 面 に 形 成 さ れ て 、 通 路 １ ５ ２ に 二 次 的 接 近 路 を 設 け て い る 。 サ イ ド ポ
ー ト １ ５ ３ は 、 従 来 の 取 付 け 具 １ ５ ６ と 、 取 付 け 具 １ ５ ６ か ら ス リ ー ブ す な わ ち 鞘 部 材 １
２ ７ の 長 手 方 向 軸 線 方 向 通 路 １ ５ ２ ま で 延 び る 穿 孔 ま た は 通 路 １ ５ ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ の 中 央 部 す な わ ち 内 側 管 １ ３ ２ cの 外 表 面 と ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内
表 面 と の 間 の 放 射 状 の 間 隔 は 注 入 装 置 １ ２ ６ に 設 け た 対 応 す る 間 隔 よ り も 大 き い た め 、 注
入 装 置 １ ５ １ の ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ と ス リ ー ブ １ ２ ７ と の 間 を 流 体 が よ り 容 易 に 移 動 す
る こ と が で き る よ う に し て い る 。 好 適 な 流 体 封 止 が ニ ー ド ル 組 立 体 １ ３ ２ と サ イ ド ポ ー ト
１ ５ ３ よ り 近 位 で ス リ ー ブ １ ２ ７ に 配 置 さ れ て 、 望 ま し く な い 流 体 が ポ ー ト と 陥 凹 部 １ ３
０ の 間 を 移 動 す る の を 抑 止 し て い る 。 か か る 流 体 封 止 の 一 例 が Ｏ 字 型 リ ン グ １ ５ ８ で あ り
、 該 リ ン グ は ラ バ ー な ど の 、 ど の よ う な 好 適 な 材 料 か ら 作 成 さ れ て も よ く 、 サ イ ド ポ ー ト
１ ５ ３ よ り 近 位 で 尚 且 つ 陥 凹 部 １ ３ ０ よ り 遠 位 で 、 ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 表 面 に 形 成 さ れ た
環 状 溝 １ ５ ９ の 中 に 配 置 さ れ る 。 好 適 な 溶 剤 の よ う な 好 適 な 洗 い 流 し 用 の 流 体 の 貯 蔵 部 を
サ イ ド ポ ー ト １ ５ ３ の 取 付 け 具 １ ５ ６ に 流 体 導 通 的 に 接 続 す る こ と で 、 ニ ー ド ル 組 立 体 １
３ ２ と ス リ ー ブ １ ２ ７ の 間 の 環 状 空 間 に 溶 剤 を 導 入 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 動 作 中 と 使 用 中 は 、 注 入 装 置 １ ２ ６ に 関 し て 上 述 し た も の と 類 似 す る 態 様 で 、 注 入 装 置
１ ５ １ を プ ロ ー ブ ２ ２ と 併 用 す る こ と が で き る 。 処 置 中 に 注 入 可 能 な 物 質 が ス リ ー ブ 通 路
１ ５ ２ に 詰 ま っ た り 、 部 分 的 に 閉 塞 し た り す れ ば 、 溶 剤 （ 生 体 適 合 性 適 合 性 の 溶 剤 が 好 ま
し い ） を サ イ ド ポ ー ト １ ５ ３ を 通 し て 導 入 し 、 ス リ ー ブ 通 路 １ ５ ２ の 内 部 に 蓄 積 し て い る
か も し れ な い 注 入 可 能 物 質 を 洗 い 流 し 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 排 除 し て 空 に す る よ う
に し て も よ い 。 注 入 装 置 １ ５ １ の 特 殊 な 応 用 例 で は 、 非 水 性 溶 液 が ニ ー ド ル ６ ４ に よ っ て
哺 乳 動 物 の 体 内 の 胃 腸 管 の 体 壁 １ ０ ７ に 導 入 さ れ て 、 体 壁 に 移 植 片 を 形 成 す る 。 よ り 詳 細
に 説 明 す る と 、 少 な く と も 一 種 の 非 水 性 応 益 を 体 壁 １ ０ ７ に 導 入 し て 、 体 壁 に 生 体 分 解 不
能 な 固 体 を 形 成 す る 。 好 ま し い 一 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も 一 種 の 溶 液 と は 、 生 体 適 合 性
の 重 合 体 と 生 体 適 合 性 の 溶 剤 か ら 成 る 溶 液 で あ り 、 移 植 片 形 成 段 階 は 、 こ の 溶 液 か ら 生 体
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適 合 性 の 重 合 体 を 析 出 し 、 体 壁 中 で 生 体 適 合 性 の 重 合 体 が 固 化 す る よ う に し た 処 理 を 含 ん
で い る 。 非 水 性 溶 液 中 の 生 体 適 合 性 の 重 合 体 が 注 入 装 置 １ ５ １ の 内 部 で 固 化 し た り 析 出 し
た 場 合 で 、 例 え ば 、 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ７ の 内 部 で 固 化 し た 場 合 は 、 か か る 物 質 は ス リ ー ブ
１ ２ ７ を 栓 止 し て し ま う こ と が あ る た め 、 ス リ ー ブ の 遠 位 開 口 部 １ ２ ８ か ら ニ ー ド ル ６ ４
を 配 備 す る こ と が で き な い 。 使 用 に 備 え て ス リ ー ブ １ ２ ７ を 清 掃 す る た め に 、 ジ メ チ ル ス
ル フ ォ キ シ ド （ DMSO） の よ う な 溶 剤 を サ イ ド ポ ー ト １ ５ ３ を 通 し て 圧 力 下 で 導 入 す る こ と
で 、 析 出 地 点 の 生 体 適 合 性 重 合 体 を 溶 解 さ せ て 、 使 用 に 備 え て ス リ ー ブ １ ２ ７ を 空 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 ね じ 付 き の 注 射 器 を 医 療 装 置 ２ １ の 構 成 要 素 と し て 設 け て
、 上 述 の 注 入 装 置 の い ず れ か と 接 続 し た り 、 注 入 可 能 な 物 質 や そ の 一 部 を 患 者 の 体 内 に 供
給 し た り す る こ と が で き る 。 図 １ ３ か ら 図 １ ５ に 例 示 さ れ て い る ね じ 付 き の 注 射 器 １ ７ １
は 、 そ の 本 体 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ に 開 放 近 位 端 １ ７ ２ aと 遠 位 端 １ ７ ２ bが 設 け ら れ
、 好 適 な 接 続 部 材 す な わ ち 取 付 け 具 １ ７ ３ で 終 端 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ は 、 可 塑 材
の よ う な 、 ど の よ う な 好 適 な 材 料 か ら 作 成 さ れ て い て も よ い が 、 遠 位 端 面 壁 １ ７ ７ に 接 合
さ れ た 円 筒 状 側 壁 １ ７ ６ を 備 え て お り 、 端 面 壁 は 、 取 付 け 具 １ ７ ３ を 通 っ て 延 び て い る 通
路 １ ７ ８ の 開 口 部 に 向 け て 先 細 り 状 に な っ て い る 。 側 壁 １ ７ ６ と 端 面 壁 １ ７ ７ は ハ ウ ジ ン
グ １ ７ ２ の 内 側 に チ ャ ン バ ー １ ８ １ を 形 成 し て 、 本 発 明 の 注 入 可 能 な 物 質 の よ う な 好 適 な
流 体 を 貯 蔵 す る 。 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ は チ ャ ン バ ー １ ８ １ か ら 供 給 用 通 路 １ ７ ８ を 通 っ て
外 へ 注 入 可 能 物 質 を 強 制 的 に 押 し 出 す た め に 設 け ら れ て い る 。 細 長 い プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２
は 可 塑 材 ま た は 、 そ れ 以 外 の ど の よ う な 好 適 な 素 材 か ら 作 成 さ れ て い て も よ い が 、 円 筒 状
部 分 ま た は 中 央 部 １ ８ ３ を 設 け 、 そ こ に 沿 っ て 外 部 ね じ １ ８ ４ が 延 び る よ う に し て い る 。
プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ の 近 位 端 に ツ イ ス ト ノ ブ １ ８ ６ が 形 成 さ れ る 。 ラ バ ー の よ う な 好 適 な
弾 性 材 か ら 作 成 さ れ た ピ ス ト ン 封 止 １ ８ ７ が 円 筒 状 本 体 部 の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ て 、 プ
ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ が ハ ウ ジ ン グ の 中 へ 前 進 す る に つ れ て 、 ハ ウ ジ ン グ 側 壁 １ ７ ６ の 内 部 表
面 に 密 封 式 に 嵌 合 す る よ う に し て い る 。 ね じ 付 き の カ ラ ー １ ８ ８ が 注 射 器 ハ ウ ジ ン グ １ ７
２ の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て 、 さ れ に 、 内 部 ね じ １ ８ ９ が 設 け ら れ 、 プ ラ ン ジ ャ ー 本 体 １
８ ３ の 外 側 ね じ １ ８ ４ と 、 ね じ 嵌 合 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ に よ り 混 合 部 材 す な わ ち ミ ク サ ー １ ９ ２ が 搬 送 さ れ て 、 プ ラ ン ジ ャ
ー １ ８ ２ を ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ と 相 対 的 に ね じ 嵌 合 的 に 前 進 さ せ た り 後 退 さ せ る 間 、 チ ャ ン
バ ー １ ８ １ の 内 部 に 入 れ ら れ た 注 入 可 能 物 質 を 混 ぜ る 。 こ の 点 に つ い て は 、 細 長 い 穿 孔 １
９ ３ が プ ラ ン ジ ャ ー 本 体 １ ８ ３ の 遠 位 端 を 通 っ て 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 延 び て い る 。 ピ ス ト
ン 封 止 １ ８ ７ が 開 口 部 １ ９ ４ を 有 し て お り 、 穿 孔 １ ９ ３ が チ ャ ン バ ー １ ８ １ と 連 絡 状 態 に
な る よ う に 図 っ て い る 。 ミ キ サ ー す な わ ち 混 合 用 ロ ッ ド １ ９ ２ は 開 口 部 １ ９ の 中 を 通 っ て
伸 び て 、 穿 孔 １ ９ ３ の 内 部 に 滑 動 自 在 に 配 置 さ れ る 。 混 合 用 ロ ッ ド １ ９ ２ の 近 位 部 は 陥 凹
部 す な わ ち 穿 孔 １ ９ ３ の 内 部 に 載 置 さ れ 、 穿 孔 １ ９ ３ の 内 側 に 配 置 さ れ た ス プ リ ン グ １ ９
６ ま た は そ れ 以 外 の 好 適 な 付 勢 部 材 （ バ イ ア ス 部 材 ） に 係 合 す る 。 混 合 用 ロ ッ ド １ ９ ２ の
一 部 １ ９ ７ が チ ャ ン バ ー １ ８ １ の 中 へ と 伸 び て 、 そ の 内 容 物 を 撹 拌 す る 。 ス プ リ ン グ １ ９
６ は 混 合 用 部 材 １ ９ ７ を 付 勢 し て ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の 遠 位 端 面 壁 １ ７ ７ に 当 接 さ せ る と と
も に 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ が ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ と 相 対 的 に 前 進 し た り 後 退 し た り し て い る
間 、 混 合 用 部 材 １ ９ ７ が 端 面 壁 １ ７ ７ を 押 圧 し た ま ま で い る よ う に す る よ う 働 く 。 Ｏ 字 型
リ ン グ ま た は そ れ 以 外 の 好 適 な 封 止 材 （ 図 示 し な い ） を ピ ス ト ン 封 止 １ ８ ７ よ り 近 位 の 穿
孔 １ ９ ３ に 設 け る こ と で 、 チ ャ ン バ ー １ ８ １ の 内 部 の 注 入 可 能 物 質 が 穿 孔 １ ９ ３ に 入 る の
を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ピ ス ト ン 封 止 １ ８ ７ は 、 チ ャ ン バ ー １
８ １ の 内 部 の 穿 孔 １ ９ ３ を 封 止 し て 注 入 可 能 な 物 質 の 進 入 を 防 ぐ の に 役 立 て ら れ る 。 混 合
用 の ロ ッ ド １ ９ ２ は ど の よ う な 好 適 な 断 面 形 状 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 混 合 用 ロ ッ ド １
９ ２ は 図 １ ４ に 例 示 さ れ て い る よ う な 円 形 断 面 を 有 し て い て も よ い し 、 或 い は 、 図 １ ５ に
例 示 さ れ て い る よ う に 、 矩 形 の 断 面 を 有 し て 舟 の 櫂 に 似 た 形 状 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 注 射 器 １ ７ １ を 医 療 装 置 ２ １ と 一 緒 に 作 動 さ せ 、 使 用 す る 際 に は 、 取 付 け 具 １ ７ ３ を 流
体 コ ネ ク タ ８ ６ の 取 付 け 具 ８ ８ と 接 続 し て 、 注 射 器 １ ７ １ の 内 部 の 物 質 を 注 入 装 置 ２ ６ の
ニ ー ド ル ６ ４ に 供 給 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。 ツ イ ス ト ノ ブ １ ８ ６ を 使 用 者 が 回
転 さ せ る こ と で プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ を チ ャ ン バ ー １ ８ １ の 中 に 前 進 さ せ て 、 チ ャ ン バ ー 内
の 注 入 可 能 な 物 質 を 注 射 器 か ら 射 出 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ に よ っ て
、 治 療 中 の 組 織 内 に 射 出 す る こ と が で き る 。 ね じ を 設 け た 注 射 器 を 使 っ て 注 入 可 能 物 質 を
注 射 器 １ ７ １ か ら 注 入 装 置 ２ ６ に 正 確 に 搬 送 す る こ と が で き る よ う に な る が 、 こ れ は 、 ツ
イ ス ト の ブ １ ８ ２ を 回 転 さ せ る 毎 に 、 所 定 量 の 注 入 可 能 物 質 を 通 路 １ ７ ８ か ら 搬 送 し 、 従
っ て 、 ニ ー ド ル 開 口 部 ７ １ か ら 搬 出 す る か ら で あ る 。 更 に 、 ね じ 付 き の 注 射 器 １ ７ １ は プ
ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ に よ っ て チ ャ ン バ ー １ ８ １ 内 の 注 入 可 能 物 質 に 比 較 的 強 く て 連 続 す る 物
質 推 進 力 を 及 ぼ す こ と が で き る よ う に し て い る 。 例 え ば 、 注 射 器 １ ７ １ を 使 っ て 、 １ 平 方
イ ン チ （ ６ ４ ５ ． １ ６ 平 方 ミ リ メ ー ト ル ） あ た り 約 数 百 ポ ン ド （ １ ポ ン ド ＝ ０ ． ４ ５ ３ ５
ｋ ｇ ） の 圧 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 比 較 的 強 い 力 に よ り 、 比 較 的 粘 性 の
あ る 溶 液 ま た は 粘 性 の あ る 物 質 を 本 発 明 の 注 入 可 能 物 質 と し て 利 用 す る こ と が で き る よ う
に な る 。 ね じ 式 注 射 器 １ ７ １ に よ り 、 標 的 組 織 に 物 質 を ゆ っ く り 注 入 す る こ と が 容 易 に で
き る よ う に も な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 比 較 的 粘 性 の あ る 注 入 可 能 な 物 質 を 本 発 明 で 利 用 す る 場 合 で 、 尚 且 つ 、 か か る 物 質 を ニ
ー ド ル 部 材 ６ １ と そ の ニ ー ド ル ６ ４ と を 通 し て 押 し 出 す の に 比 較 的 強 い 圧 力 が 必 要 と な る
場 合 は 、 ス リ ー ブ ６ ２ と ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 中 央 部 ６ １ cを 補 強 す る こ と に よ り 、 圧 力 を
増 大 さ せ て も 注 入 装 置 ２ ６ で 漏 れ が 起 こ る こ と も な く な る 。 か か る 補 強 措 置 は ま た 、 ス リ
ー ブ ６ ２ ま た は 中 央 部 ６ １ cの 管 状 部 材 が 伸 張 す る の を 最 小 限 に 抑 え る た め 、 注 入 可 能 な
物 質 が ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 近 位 端 ６ １ aに 移 入 す る こ と で 同 量 の 物 質 が ニ ー ド ル ６ ４ の 開
口 部 ７ １ か ら 移 動 し て 外 に 出 る の を 確 実 に す る こ と が で き る 。 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 管 状 部
材 と ス リ ー ブ ６ ２ を 補 強 す る こ と で 、 ニ ー ド ル ６ ４ が 標 的 組 織 内 に 前 進 し て も 、 ス リ ー ブ
６ ２ と 相 対 的 に ニ ー ド ル 部 材 ６ １ が 押 し 戻 さ れ る の を 更 に 抑 止 し て い る 。 こ の よ う に 補 強
す る こ と で 、 ス リ ー ブ ６ ２ と ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 中 央 部 ６ １ ｃ の 柱 状 強 度 も 更 に 増 大 し 、
ス リ ー ブ ６ ２ の 内 部 で も と り わ け ス リ ー ブ 遠 位 端 ６ ２ bに 発 生 す る 可 能 性 の あ る 詰 ま り を
排 出 し て 空 に す る の を 容 易 に 実 施 で き る よ う に な る 。 ス リ ー ブ ６ ２ と ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の
中 央 部 ６ １ cを 補 強 す る 段 階 は 、 か か る 両 管 状 部 材 の 素 材 の 硬 度 を 増 大 さ せ る 処 置 も 含 ん
で い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ に ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の チ ャ ン バ ー １ ８ １ の 内 部 を 前 進 さ せ た り 後 退
さ せ た り す る と 、 ロ ッ ド １ ９ ２ の 撹 拌 部 １ ９ ７ が 注 射 器 １ ７ １ の 内 部 の 注 入 可 能 物 質 を 混
合 さ せ る よ う に 働 く 。 混 合 用 ロ ッ ド １ ９ ２ は プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ の 中 心 か ら 外 れ た 位 置 に
置 い て 、 端 面 壁 １ ７ ７ の 出 口 通 路 １ ７ ８ と 整 列 状 態 に な ら な い よ う に す る の が 有 利 で あ り
、 そ の 代 わ り に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ に 相 対 的 に プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ を 回 転 さ せ て い る 間 、
そ の よ う な 通 路 １ ７ ８ の 開 口 部 に 外 接 さ せ て 、 チ ャ ン バ ー １ ８ １ 内 で 円 運 動 を さ せ る よ う
に し て い る 。 か か る 混 合 処 理 に よ り 、 注 入 可 能 物 質 が 実 質 的 に 一 定 の 軟 度 に な る の を 確 実
に し 、 そ う す る こ と は 、 注 入 可 能 な 物 質 が 懸 濁 を 含 む 場 合 に は 特 に 望 ま し い 。 医 療 装 置 ２
１ で ミ キ サ ー を 利 用 す る こ と は 、 注 入 可 能 物 質 を 注 射 器 な ど の よ っ て 標 的 組 織 に ゆ っ く り
と 導 入 す る 場 合 に は 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の ね じ 付 き の 注 射 器 の 一 実 施 形 態 を 以 下 に 提 示 す る こ と が で き る 。 図 １ ６ か ら 図
１ ８ に 例 示 さ れ て い る 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ０ ６ は 、 実 質 的 に 、 注 射 器 １ ７ １ に 類 似 し て
お り 、 注 射 器 ２ ０ ６ お よ び 注 射 器 １ ７ １ の も の と 同 じ 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 同 じ 参 照 番
号 が 使 わ れ て い る 。 注 射 器 ２ ０ ６ は 撹 拌 部 ２ ０ ８ を 備 え た 混 合 用 部 材 す な わ ち ミ キ サ ー ２
０ ７ を 有 し て お り 、 撹 拌 部 は 形 状 が Ｕ 字 型 で あ る （ 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ を 参 照 の こ と ） 。
ミ キ サ ー ２ ０ ７ に は 第 １ 端 部 お よ び 第 ２ 端 部 、 す な わ ち 、 第 １ 脚 ２ １ １ お よ び 第 ２ 脚 ２ １
２ ｇ 更 に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら は 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ の 円 筒 状 本 体 １ ８ ３ の 中 へ 長 手
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方 向 軸 線 方 向 に 延 び て い る 第 １ 陥 凹 部 お よ び 第 ２ 陥 凹 部 、 す な わ ち 、 第 １ 穿 孔 ２ １ ３ お よ
び 第 ２ 穿 孔 ２ １ ４ の そ れ ぞ れ の 内 側 に 載 置 さ れ る 。 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ の ピ ス ト ン 封 止 １
８ ７ に は 第 １ 開 口 部 ２ １ ６ お よ び 第 ２ 開 口 部 ２ １ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら は そ れ ぞ れ
が 第 １ 穿 孔 ２ １ ３ お よ び 第 ２ 穿 孔 ２ １ ４ に 対 応 し て い る 。 第 １ 注 射 器 １ ９ ６ お よ び 第 ２ 注
射 器 １ ９ ６ は 穿 孔 ２ １ ３ お よ び 穿 孔 ２ １ ４ の 内 側 に 配 置 さ れ て 、 撹 拌 部 ２ ０ ８ を 付 勢 し て
注 射 器 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の 端 面 壁 １ ７ ７ を 押 圧 す る よ う に 働 く 。 撹 拌 部 ２ ０ ８ は 、 プ ラ ン
ジ ャ ー １ ８ ２ の 上 で 、 尚 且 つ 、 注 射 器 本 体 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の チ ャ ン バ ー １ ８ １
の 内 部 で 実 質 的 に 中 央 に 配 置 さ れ る 。 図 １ ８ に 例 示 さ れ て い る よ う な ミ キ サ ー ２ ０ ７ の 代
替 の 実 施 形 態 で は 、 撹 拌 部 ２ ０ ８ の 遠 位 端 は 楕 円 形 に 形 成 さ れ る か 、 そ う で な け れ ば 、 第
１ 脚 ２ １ １ お よ び 第 ２ 脚 ２ １ ２ に 接 合 さ れ た 円 形 型 の 部 材 ２ １ ８ と し て 形 成 さ れ る 。 楕 円
部 材 ２ １ ８ は 第 １ 脚 ２ １ １ お よ び 第 ２ 脚 ２ １ ２ に 直 交 し て 延 び て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 動 作 中 と 使 用 中 は 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ０ ６ は ね じ を 設 け た 注 射 器 １ ７ １ に 関 し て 先 に
説 明 し た も の と 実 質 的 に 同 じ 態 様 で 利 用 す る こ と が で き る 。 ミ キ サ ー ２ ０ ７ の 第 １ の 細 長
い 部 分 と 第 ２ の 細 長 い 部 分 、 す な わ ち 、 第 １ 脚 ２ １ １ お よ び 第 ２ 脚 ２ １ ２ は 、 ね じ 付 き の
注 射 器 １ ９ ７ の 混 合 用 ロ ッ ド １ ９ ２ の １ 個 の 撹 拌 部 １ ９ ７ に 相 関 的 な 混 合 用 部 材 す な わ ち
ミ キ サ ー ２ ０ ７ の 混 合 動 作 を 増 大 さ せ る よ う に 作 用 す る 。 撹 拌 部 ２ ０ ８ の ハ ウ ジ ン グ １ ７
２ の 端 面 壁 １ ７ ７ に 対 す る 比 較 的 大 き な 係 合 面 と 、 楕 円 部 材 ２ １ ８ の 端 面 壁 １ ７ ７ に 対 す
る 更 に よ り 大 き い 係 合 面 と は 、 ス プ リ ン グ １ ９ ６ に よ っ て 及 ぼ さ れ る 力 を 遠 位 端 面 壁 １ ７
７ の 比 較 的 広 い 部 分 に わ た っ て 分 配 す る こ と で 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ が 回 転 し て い る 間 、
ミ キ サ ー ２ ０ ７ と 注 射 器 本 体 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の 間 の 摩 擦 力 を 低 下 さ せ る よ う 作
用 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ね じ 付 き の 注 射 器 １ ７ １ 、 ２ ０ ６ を 注 入 装 置 ２ ６ と 併 用 す る も の と し て 説 明 し て き た し
、 ま た 同 様 に 、 注 入 装 置 １ ２ ６ 、 １ ５ １ と 併 用 す る こ と が で き る の で あ る が 、 風 車 貴 ハ ウ
ジ ン グ １ ７ ２ の 取 付 け 具 １ ７ ３ を 何 か 別 な 注 入 手 段 に 接 続 す る こ と が で き る と 認 識 す べ き
で あ っ て も 、 ニ ー ド ル 組 立 体 ま た は ニ ー ド ル は 本 発 明 の 範 囲 に 入 る も の で あ る 。 例 え ば 、
従 来 の 金 属 ニ ー ド ル は 取 付 け 具 １ ７ ３ に 接 続 す る こ と が で き る 。 ニ ー ド ル が 取 付 け 具 １ ７
３ に 接 続 さ れ た 、 ね じ を 設 け た 注 射 器 １ ７ １ 、 ２ ０ ６ を 利 用 す る 具 体 的 な 処 置 手 順 は 大 便
失 禁 の 治 療 で あ り 、 こ れ は 、 米 国 特 許 第 6,251,063号 お よ び 第 6,595,901号 に よ り 十 分 に 記
載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 の 医 療 装 置 は 、 注 入 を 目 的 と し て 中 を 通 過 し て い る 流 体 ま た は 他 の 注 入 可 能 な 物
質 の 圧 力 を 監 視 す る た め の 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ を 備 え て い て も よ い 。 か か る 圧 力 イ ン ジ ケ ー
タ は 供 給 源 ２ ７ の 一 部 と し て 設 け ら れ て も よ い し 、 或 い は 、 供 給 源 ２ ７ か ら 注 入 ニ ー オ ド
ル に 至 る 流 体 経 路 の 上 記 以 外 の ど の 地 点 に 配 置 さ れ て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 圧 力 イ ン
ジ ケ ー タ ２ ２ ６ は 注 入 可 能 な 物 質 の 供 給 源 と ニ ー ド ル 組 立 体 ま た は ニ ー ド ル と の 間 に 設 置
さ れ る 。 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ は 図 １ ９ に 例 示 さ れ て い る が 、 供 給 源 ２ ７ と 併 用 す る た
め で あ り 、 こ れ は 、 上 述 の ね じ 付 き の 注 射 器 １ ７ １ お よ び 注 射 器 ２ ０ ６ に 実 質 的 に 類 似 し
て い る ね じ 式 注 射 器 ２ ２ ７ を 備 え て い る 。 注 射 器 ２ ２ ６ 、 １ ７ １ 、 ２ ０ ６ の も の と 同 一 構
成 要 素 を 説 明 す る た め に 同 一 参 照 番 号 が 使 わ れ て い る 。 注 射 器 ２ ２ ７ は 、 例 え ば 、 混 合 用
ロ ッ ド １ ９ ２ ま た は ミ キ サ ー ２ ０ ７ の よ う な 、 ど の よ う な 類 の 混 合 用 部 材 を 備 え て い て も
よ い が 、 注 射 器 ２ ２ ７ は ミ キ サ ー 無 し で 図 示 さ れ て い る 。 注 射 器 １ ７ １ お よ び 注 射 器 ２ ０
６ の 取 付 け 具 １ ７ ３ に 代 え て 、 注 射 器 ２ ２ ７ は 従 来 型 の 雌 取 付 け 具 す な わ ち 雌 コ ネ ク タ ２
２ ８ を 備 え て お り 、 こ れ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ２ の 遠 位 端 ま た は 基 部 に 設 置 さ れ る 。 通 路 １
７ ８ は コ ネ ク タ ２ ２ ８ の 中 を 貫 い て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ は 、 流 体 通 路 ２ ３ ２ が 長 手 方 向 軸 線 方 向 に 中 を 通 っ て 延 び る 本
体 部 ２ ３ １ か ら 構 成 さ れ て い る 。 本 体 部 ２ ３ １ の 近 位 端 は 従 来 の 雄 コ ネ ク タ ２ ３ ３ の 態 様
の 好 適 な コ ネ ク タ ま た は 取 付 け 具 を 備 え て お り 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ の コ ネ ク タ ２ ２
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８ と 協 働 す る よ う に 接 続 す る よ う に し て い る 。 本 体 部 ２ ３ １ の 遠 位 端 は 、 注 射 器 ２ ２ ７ の
雌 コ ネ ク タ ２ ２ ８ に 実 質 的 に 類 似 し て い る 雌 コ ネ ク タ ２ ２ ４ の よ う な 好 適 な 取 付 け 具 ま た
は コ ネ ク タ を 用 い て 構 成 さ れ て お り 、 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ を ど の よ う な 好 適 な ニ ー ド ル ま
た は ニ ー ド ル 組 立 体 と 接 続 す る こ と も で き る 。 流 体 通 路 ２ ３ ２ は 本 体 部 ２ ３ １ の 内 部 で コ
ネ ク タ ２ ３ ３ と コ ネ ク タ ２ ３ ４ の 間 に 延 び て い る 。 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ す な わ ち ゲ ー ジ ２ ２
６ は そ の ピ ス ト ン ２ ３ ６ が 、 本 体 部 ２ ３ １ に 形 成 さ れ た チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ の 内 側 に 滑 動 自
在 に 配 置 さ れ て い る 。 チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ は 、 開 口 部 ２ ３ ８ に よ り 、 流 体 通 路 ２ ３ ２ と 連 絡
状 態 に あ る 。 ピ ス ト ン ２ ３ ６ に は ヘ ッ ド ２ ４ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ヘ ッ ド は チ ャ ン バ
ー ２ ３ ７ の 内 部 で 開 口 部 ２ ３ ８ に 載 置 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン ２ ３ ６ は 、 ヘ ッ ド ２ ４ １ か ら
チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ お よ び 本 体 部 ２ ３ １ に 設 け ら れ た 開 口 部 ２ ４ ３ と を 通 っ て 延 び て い る ロ
ッ ド ２ ４ ２ を 更 に 備 え て い る 。 ス プ リ ン グ 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 好 適 な 偏 倚 手 段 ２ ４ ４ が
チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ の 内 部 の ロ ッ ド ２ ４ ２ の 周 囲 の ヘ ッ ド ２ ４ １ と 本 体 部 ２ ３ １ と の 間 に 配
置 さ れ て 、 ヘ ッ ド を 開 口 部 ２ ４ ３ に 向 け て 付 勢 し て い る 。 好 適 な 封 止 材 （ 図 示 せ ず ） が ピ
ス ト ン ヘ ッ ド ２ ４ １ と 本 体 部 ２ ３ １ と の 間 に 設 け ら れ て 、 物 質 が ヘ ッ ド ２ ４ １ を 越 え て チ
ャ ン バ ー ２ ３ ７ に 流 入 す る の を 抑 止 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 動 作 中 と 使 用 中 は 、 ス プ リ ン グ を 搭 載 し た 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ が 雄 コ ネ ク タ ２ ３ ３
に よ り ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ に 接 続 さ れ 、 更 に 、 雌 コ ネ ク タ ２ ３ ４ に よ り 注 入 装 置 ２ ６
の よ う な ニ ー ド ル ま た は ニ ー ド ル 組 立 体 に 接 続 さ れ て 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ を 医 療 装
置 ２ １ に 接 続 し て い る 。 オ ペ レ ー タ が ツ イ ス ト ノ ブ １ ８ ６ を 回 転 さ せ る こ と で 、 注 入 可 能
な 物 質 を 注 射 器 ２ ２ ７ の チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ か ら 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ 内 に 流 入 さ せ て か ら 、 更
に 注 入 装 置 ２ ６ 内 に 流 入 さ せ る と 、 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ の 内 部 通 路 す な わ ち 流 体 通 路 ２ ３
２ の 内 部 の 圧 力 が 上 昇 す る 。 こ の よ う な 圧 力 の 上 昇 に よ り 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド ２ ４ １ が 定 置
位 置 か ら 外 れ 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ４ ２ が 開 口 部 ２ ３ ８ か ら 更 に 外 へ 突 出 す る 。 ピ ス ト ン ロ
ッ ド ２ ４ ２ が 開 口 部 ２ ３ ８ を 越 え て 突 出 す る 量 、 従 っ て 、 本 体 部 ２ ３ １ か ら 外 へ 突 き 出 る
量 は 、 所 定 の 態 様 で イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ の 内 部 の 注 入 可 能 物 質 ま た は そ れ 以 外 の 物 質 の 圧
力 と 相 関 関 係 を 持 ち 、 従 っ て 、 注 射 器 ２ ２ ７ お よ び 注 入 装 置 ２ ６ の 内 部 の 圧 力 と 相 関 関 係
を 持 つ 。 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ か ら の 圧 力 の 読 取 り に よ り 、 注 入 装 置 ２ ６ 内 の 圧 力 の 上 昇 を
示 す こ と が で き る が 、 例 え ば 、 ニ ー ド ル 部 材 ６ １ の 通 路 ６ ３ の 内 部 が 詰 ま っ た 結 果 の 圧 力
上 昇 や 、 体 壁 １ ０ ７ の 組 織 で ニ ー ド ル ６ ４ か ら 注 入 可 能 物 質 を 放 出 で き な い せ い で あ る 圧
力 上 昇 な ど を 示 す の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ の 別 な 実 施 形 態 を 以 下 に 提 示 す る 。 図 ２ ０ に 例 示 さ れ た 圧 力
イ ン ジ ケ ー タ ２ ５ １ も ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ と 併 用 す る た め の も の で あ る 。 圧 力 イ ン ジ
ケ ー タ ２ ５ １ は 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ に 実 質 的 に 類 似 し て お り 、 イ ン ジ ケ ー タ ２ ５ １ お
よ び イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ の も の と 同 一 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 、 同 じ 参 照 番 号 が 使 用 さ れ
て い る 。 イ ン ジ ケ ー タ ２ ５ １ は 本 体 部 ２ ３ １ に 実 質 的 に 類 似 し て い る 本 体 部 ２ ５ ２ か ら 構
成 さ れ て お り 、 ま た 、 本 体 部 の 内 部 に チ ャ ン バ ー ２ ５ ３ が 設 け ら れ て 、 こ れ も 本 体 部 ２ ３
１ の チ ャ ン バ ー ２ ３ ７ に 実 質 的 に 類 似 し て い る 。 開 口 部 ２ ３ ８ の 代 わ り に 、 本 体 部 ２ ５ ２
に は 開 口 部 す な わ ち 穴 ２ ５ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ が チ ャ ン バ ー ２ ５ ３ と 連 絡 状 態 に あ
る 。 ラ バ ー の よ う な 好 適 な 素 材 か ら 作 成 さ れ た 可 撓 性 の 流 体 密 封 膜 ２ ５ ６ が 開 口 部 ２ ５ ４
を 横 断 し て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 動 作 中 や 使 用 中 は 、 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ５ １ は 、 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ に 関 し て 先 に 説 明
し た 態 様 で 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ お よ び 注 入 装 置 ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ツ イ ス ト ノ
ブ １ ８ ６ を 回 転 さ せ て 、 注 入 可 能 物 質 が 注 射 器 チ ャ ン バ ー １ ８ １ か ら 本 体 部 ２ ５ ２ の 流 体
通 路 ２ ３ ２ を 通 っ て 流 動 す る と 、 注 入 可 能 な 物 質 が 開 口 部 ２ ３ ８ を 通 っ て チ ャ ン バ ー ２ ５
３ に 流 入 す る 。 内 部 通 路 ２ ３ ２ の 内 側 で 圧 力 が 上 昇 す る と 、 可 撓 性 膜 ２ ５ ６ が 拡 張 す る 。
可 撓 性 膜 ２ ５ ６ が こ の よ う に 拡 張 す る 量 は イ ン ジ ケ ー タ ２ ５ １ の 内 部 の 注 入 可 能 物 質 の 圧
力 と 所 定 の 態 様 で 相 関 関 係 を 有 し て お り 、 従 っ て 、 注 射 器 ２ ２ ７ お よ び 注 入 装 置 ２ ６ の 内
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部 の 圧 力 と 相 関 関 係 を 持 つ 。 正 し く 認 識 で き る こ と だ が 、 本 発 明 の 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ は 、
併 用 さ れ て い る 加 圧 流 体 に 対 応 す る 変 数 を 用 い て 、 如 何 な る 好 適 な メ カ ニ ズ ム を も 利 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ 、 ２ ５ １ を 本 発 明 の 注 入 可 能 な 物 質 と 併 用 す る も の と し て 説 明
し て き た が 、 こ の よ う な イ ン ジ ケ ー タ は 、 ね じ 付 き の 注 射 器 ２ ２ ７ に よ っ て 分 配 さ れ る 、
或 い は 、 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ ま た は ２ ５ １ と 併 用 さ れ る そ れ 以 外 の 供 給 源 す な わ ち 貯 蔵 器
に よ っ て 分 配 さ れ る 好 適 な 流 体 の 圧 力 を 測 定 す る た め に 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、
圧 力 イ ン ジ ケ ー タ ２ ２ ６ 、 ２ ５ １ を 溶 剤 や 、 調 節 用 の 液 や 、 そ れ 以 外 の 流 体 の 供 給 源 と 併
用 し て 哺 乳 動 物 の 体 内 の 組 織 に 注 入 し 、 或 い は 、 溶 剤 や 、 そ れ 以 外 の 清 掃 用 の 流 体 の 供 給
源 と 併 用 し て 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ に 接 続 さ れ た ニ ー ド ル 組 立 体 や ニ ー ド ル の 中 を 空 に す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の 別 な 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ は 、 ね じ 式 注 射 器 ２ ２ ７ の プ ラ ン ジ ャ ー ２ ３ ２ の 上 に 設
け ら れ た ク ラ ッ チ ２ ６ １ の 態 様 で あ っ て も よ い （ 図 ２ ０ を 参 照 の こ と ） 。 ク ラ ッ チ ２ ６ １
は 、 例 え ば 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２ の ぎ ざ ぎ ざ を 設 け た ツ イ ス ト ノ ブ １ ８ ６ と 円 筒 状 本 体 部
１ ８ ３ の 間 に 配 置 さ れ て も よ い 。 ツ イ ス ト ノ ブ １ ８ ６ に 加 わ る ト ル ク が 注 射 器 ２ ２ ７ 内 の
注 入 可 能 流 体 ま た は そ れ 以 外 の 物 質 の 所 定 圧 に 対 応 す る 所 定 量 を 超 過 す る と 、 ク ラ ッ チ が
緩 む 。 ク ラ ッ チ ２ ６ １ が 緩 む と 、 ノ ブ １ ８ ６ を そ れ 以 上 ひ ね っ て も 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ８ ２
の 円 筒 状 本 体 部 １ ８ ３ を 回 転 さ せ た り 前 進 さ せ た り す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 前 述 の 内 容 か ら 分 か る よ う に 、 本 件 で 提 示 さ れ て き た の は 注 入 可 能 な 物 質 を 哺 乳 動 物 の
体 内 の 組 織 に 搬 入 す る た め の 医 療 装 置 で あ っ て 、 そ の よ う な 物 質 の 位 置 決 め の 精 度 を 向 上
さ せ る と と も に 、 そ の よ う な 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ る 移 植 片 の 位 置 決 め 精 度 を 向 上 さ せ て
い る 。 注 入 装 置 を 設 け る こ と が で き る 。 注 入 装 置 は ニ ー ド ル を 備 え て お り 、 治 療 中 の 組 織
の 穿 刺 処 理 中 は 、 ニ ー ド ル の 後 退 が 制 限 さ れ る 。 注 入 装 置 に は ポ ー ト を 設 け て 、 そ の 洗 浄
を 容 易 に す る こ と が で き る 。 注 入 装 置 は 第 １ 管 部 材 と 第 ２ 管 部 材 を 備 え て お り 、 第 １ 管 部
材 が 第 ２ 管 部 材 か ら 近 位 方 向 に 取 り 外 さ れ て 、 生 体 内 の 該 当 部 位 に 位 置 す る 第 １ 管 部 材 を
洗 浄 す る こ と が で き る 。 注 入 装 置 は 圧 力 イ ン ジ ケ ー タ を 備 え て お り 、 注 入 可 能 な 物 質 の 圧
力 を 監 視 す る こ と が で き る 。 ミ キ サ ー を 備 え て い る 注 射 器 も 設 け る こ と が で き る 。 注 入 ニ
ー ド ル を 設 け る こ と も で き る 。 ニ ー ド ル に は 少 な く と も １ 個 の 光 学 素 子 が 設 け ら れ て 、 治
療 部 位 の 近 辺 の 組 織 に 応 答 信 号 を 送 る こ と が で き る 。 ニ ー ド ル は 先 細 り 状 の 遠 位 面 に 大 き
な 傾 斜 角 を 付 け て 、 ニ ー ド ル の 遠 位 開 口 部 の 長 さ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 を 利 用 し た 医 療 装 置 の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 線 ２ － ２ に 沿 っ て 破 断 し た 図 １ の 注 入 装 置 の 遠 位 端 の 頂 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 ３ － ３ に 沿 っ て 破 断 し た 図 １ の 注 入 装 置 の 遠 位 端 の 側 面 立 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る 注 入 装 置 の 別 な 実 施 形 態 の 遠 位 端 の 、 図 ２ に
類 似 す る 頂 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 線 ５ － ５ に 沿 っ て 破 断 し た 図 ４ の 注 入 装 置 の 遠 位 端 の 、 図 ３ に 類 似 す る 側
面 立 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 通 路 の 一 部 に 図 １ の 医 療 装 置 を 設 置 し た の を 例 示 し た 拡 大 立 面
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 通 路 の 一 部 に 図 １ の 医 療 装 置 を 設 置 し た の を 例 示 し た ま た 別 な
拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 通 路 の 組 織 を 図 ２ の 注 入 装 置 の 遠 位 端 が 刺 し 通 し て い る の を 例
示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 哺 乳 動 物 の 肉 体 の 通 路 の 組 織 を 図 ４ の 注 入 装 置 の 遠 位 端 が 刺 し 通 し て い る の を 例
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示 し た 、 図 ８ に 類 似 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 第 １
位 置 に 設 置 さ れ て い る の を 例 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 注 入 装 置 が 第 ２ 位 置 に 設 置 さ れ て い る の を 例 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 の 更 に 別 な 実 施 形 態 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 注 入 装 置 と 併 用 す る た め の 注 射 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 線 １ ４ － １ ４ に 沿 っ て 破 断 し た 図 １ ３ の 注 射 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 と 併 用 す る た め の 注 射 器 の
別 な 実 施 形 態 を 例 示 し た 、 図 １ ４ に 類 似 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 注 入 装 置 と 併 用 す る た め の 注 射 器 の 別 な 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 線 １ ７ － １ ７ に 沿 っ て 破 断 し た 図 １ ６ の 注 射 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 と 併 用 す る た め の 注 射 器 の
ま た 別 な 実 施 形 態 を 例 示 し た 、 図 １ ７ に 類 似 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 哺 乳 動 物 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 の 更 に ま た 別 な 実 施 形 態 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 哺 乳 類 の 肉 体 を 治 療 す る た め の 注 入 装 置 の 更 に 別 な 実 施 形 態 の 断 面 図
で あ る 。
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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